
平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

NPO法人　人ま
ち育てＩ＆Ｉ

北海道札幌市 延藤　安弘
NPO法人まちの縁側育み隊
代表理事

住民参加のまちづくり 平成26年1月28日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活
動法人　旭川
NPOサポートセ
ンター

北海道旭川市 山崎　亮
株式会社　Studio-L代表
京都造形芸術大学教授

コミュニティデザイン～まちづくりのしかけとしくみ 平成25年10月13日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

NPO法人　くるく
るネット

北海道室蘭市
①原田　美織
②浅野　久男
③木村　福夫

①公益財団法人　ハイ
パーネットワーク社会研究
所　主任研究員
②エムフォトワークス株式
会社代表取締役
③映像プロデューサー

平成25年度むろらんIT勉強会
（地域の魅力を発信できる高度ICT人材育成）

平成25年7月13日
平成25年10月26日
平成25年11月9日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活
動法人　桜が丘
ひぶなクラブ

北海道釧路市 山崎　律子
㈱余暇問題研究所　代表
取締役

心も体もスッキリ体操講演会 平成25年10月1日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

ＮＰＯ法人　るも
いコホートピア

北海道留萌市 青山　由美子

有限会社エーデルワイス総施設
長、主任介護支援専門員、北海
道グループホーム協会コーディ
ネーターアドバイザー

認知症フォーラム「認知症の理解と接し方」 平成25年11月2日

講  演  内  容

独特の語りで二冊の絵本を読み聞かせ、田園が都市化していくさまと、荒れた都
市環境の中に森を育んでいくさまを対比した。まちが変わっていくとはどのような
ことか、概念として絵本でイメージを得てから、長野市西三才のまちの縁側育み
活動や京都のコープラティブ住宅ユーコートの事例を紹介し、人との関わり合い
の中で生まれてくる縁と「わ」からふるさとづくりの条件を整理した。余市での取り
組みへの参考として豊橋のいるかビレッジを紹介し、人のつどう場にとって肝要
なことを学んだ。

研  修  成  果

参加者数：２５名
　「縁側づくりからはじめたい」「古くからの人は満足して暮らしているよ
うに見える。そういう人たちを新しい活動にどのように巻き込んだらよい
のか」このように参加者から寄せられた疑問から、地域の課題を引き出
し、まちそだてに必要な住民の役割を整理したり、日常につどいの場
を設けるなど先例に学ぶ提案が挙げられた。これまでの「まちそだての
つどい」で発掘されつつある地域資源や人を、どのようにつないでいく
のか考える上で大切な示唆を得たので、今後も参加者と共に実践に
向け取り組みを続けたい。

講  演  内  容

　1部の講演会では認知症に対する理解を深めるため、加齢による物忘れと認知症によ
る物忘れの違い、認知症の症状や接するときの心構え、認知症の人の心理的世界、ご
家族の気持ち、また、地域でご本人やご家族を支える重要性について、宮城県南三陸
町や北海道北見市での取り組み事例の講演を行う。2部のグループワークでは7人～8
人のグループに分かれ、「ご自身やご家族が認知症と言われたら、地域にどのような支
援を望みますか」をテーマに各テーブルの司会者を中心に全員の意見を出し合い、グ
ループ発表を行う。
　最後にまとめとして、講師の青山氏から、地域で認知症の方々が助けてと言いやすい
環境を官民一体となって整えていく必要性を訴えた。

研  修  成  果

参加者数：４３名
　講演会では認知症の症状や接し方を具体的に学び、理解を深められた。
講演会後のグループワークにおいては、一般市民の方、民生委員、ケアス
タッフ、認知症のご家族、それぞれの立場の方々が認知症というテーマを基
に、地域での支援の在り方について、支える方法を考えるきっかけとなった。
また、活発な意見交換が行われ、課題が浮き彫りとなった結果、いつでも相
談できる窓口や家族会が必要で、地域住民へ認知症に対する理解を深める
勉強会が必要だと、検討課題が整理された。
　今後の展望として、家族会設立に向けて会議を開催していく方向となり、協
力者を募り来年度の発足を目指す予定。

講  演  内  容

午前9時30分に受付を開始し、10時より司会の開会の辞とともに、NPO法人桜が丘ひぶ
なクラブの理事長の挨拶そして山崎律子講師のプロフィールと続き、講演に移りました。
資料に基づき、日常生活で大切なのは、頭の元気、体の元気、心の元気、元気の構図
を説明し、３つの元気をバランスを取ることが大事で日常においては、１．体を動かす２．
趣味を持つ３．よく笑うことを忘れずに生活し、具体的に説明がありました。
　姿勢について講演と実技があり、出席者2人組でお互いに姿勢をチェックし、正しい姿
勢・歩行について実技がありました。日常で意識して正しい姿勢・歩行を実施することが
大切で毎日1回でもすることを忘れずにしましょう。と強調していました。出席者全員で指
折り、グーパーの後出しジャンケンをし、頭で考え手を動かすことが、健康保ためにすご
く大切である。東京では、講師が全体的に説明し、その後2人組になり、実技を行った。
歌いながら手足を動かすのは、青い山脈と365歩のマーチは、一章節ずつ実施し、CDを
かけて曲に合わせ3回行いました。中間で休憩をはさみ、11時55分より山崎講師への質
疑応答があり3名が質問し、閉会の辞の後、講演会は終了しました。

研  修  成  果

参加者数：７６名
高齢者の平均寿命が延びたことにより、寝たきりにならない為にも、日
常生活において、いつでも、どこでも、簡単にできる体操や正しい姿
勢・歩行を意識するだけで、心と体を健康にする。特に家庭や教室、
職場、町内会などで簡単にできる体操を実施することで、自分自身や
地域の為に利用・活動ができる講演・実技でした。
さらに、今回の講演会を通じて参加者の元気で明るい地域づくりに向
けた、意識と習慣づけができた。地域に住んでいる一人ひとりが高齢
になっても、自分の事が自分でできる生活を維持するために、今回の
講演・実技は、有意義で、さらに元気で明るい地域社会づくりの大きく
貢献・手助けになった心も体もスッキリ体操講演会であったと考えま
す。

講  演  内  容

　地域課題解決のため、人と人とのつながりをつくるコミュニティデザインについ
て、講師が今まで全国各地で行ってきた地元住民を巻き込んだ取り組みの事例
等を紹介した。住民参加型でまちづくりを進めるには、地域住民から直接話を聞
き、①住民と一緒に合意形成しながら、②主体形成（実行部隊）をはぐくむことが
必要である事や、参加者の質問に対し、実例を挙げて、どのように参加者を集め
るのか、またプレゼンの方法等について具体的に話された。

研  修  成  果

参加者数：３０名
　住民が主体となったまちづくりとはどういうことか、世代交代はどうした
ら良いのかなどのほか、継続的な活動を行うためのしくみづくりやコ
ミュニティを持続させる方法などについて学ぶことができた。また、地
縁型、テーマ型の２つコミュニティを合わせて考え、どう地域活性化に
結び付けていくかなどのヒントが見出された。講演会には、旭川および
遠方からまちづくりに関心のある市民や団体、自治体職員が参加さ
れ、ミニワークショップでは各々想いを共有し、講演終了後も交流がみ
られた。今後学んだ事を活かして、地域の活動の担い手として活躍す
ることが期待される。

講  演  内  容

①大分県動画配信サイト「めじろん放送局」の取り組み内容、動画発信の活用に
関する講演および演習であった。地域住民を巻き込んだ動画発信の取り組み
が、刺激につながった。
②デジタルカメラの撮影方法ならびに撮影演習であった。撮影方法では撮影技
術、焦点の置き方など、撮影実習では表現方法を学んだ。撮影による地域活性
化事例を学び、刺激へつながった。
③ビデオカメラの撮影方法ならびに撮影実習であった。ビデオ映像の作り方、企
画の考え方から、撮影技術表現方法を学んだ。映像の活用方法の取り組みを学
び、刺激とつながった。

研  修  成  果

参加者数：７０名
計3回の講演会、ワークショップにおいて、ICT情報通信技術を生かし
た地域の魅力を発信できる人材を育成できたほか、ICTリーダー同士
のネットワーク構築が図られ、インターネットの積極的な利活用によっ
て地域の活性化に貢献することができた。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

一般社団法人
ちとせタウンネッ
ト

北海道千歳市
①山国　秀幸
②平形　有子

①エグゼクティブ・プロ
デューサー
②認定ＮＰＯ法人侍学園
　スクオーラ・今人職員

「ガレキとラジオ」上映会とそれに関する講演会 平成25年10月12日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

石狩青年会議
所

北海道石狩市 藻谷　浩介
日本総合研究所調査部主
席研究員

「10年後・20年後・30年後の石狩」 平成25年9月15日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

愛別自然エネル
ギー研究会

北海道上川郡
愛別町

①野坂　卓見
②日下　哉
③春日　隆司

①株式会社エネコープ代表取締役
株式会社新エネルギー開発代表取
締役
②北海道自然エネルギー研究会事
務局長　北海道教育大学岩見沢校
専攻非常勤講師
③下川町環境未来都市推進本部長

愛別と自然エネルギー 平成25年11月9日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

えりも花ファンクラブ
北海道幌泉郡
えりも町

三浦　忠雄
日高の森と海を語る会　会
長

襟裳岬をはじめとする町内全域、および日高管内
における自然植生の変化を調査し保全の道を探
る。

平成25年8月18日
平成25年9月8日
平成25年10月20日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

是川地区振興
会

青森県八戸市 桂　小文治 落語家（真打） 町内会員相互連携で安全安心を守りましょう 平成25年11月17日

講  演  内  容

野坂卓見氏　演題「地域循環型社会における自然エネルギーの役割」
～バイオマス活用を柱として～エネルギーの使用を抑えるコープさっぽろの取り組み、
電気使用の種類を分類し、最大電力使用量を下げる実例・組合員使用の家庭用食用廃
油をエタノールに変換して自社使用の輸送車両の燃料としている。また、発電用大型エ
ンジンの開発では日本メーカーより韓国など性能が良い。
春日隆司氏　演題「地域資源を活かした地域づくり」
～環境未来都市しもかわの挑戦～　下川町のバイオマス熱エネルギー活用の現状を紹
介、50年前より町有林面積を広げ森林育成に注力し、現在その森林から算出されるパ
ルプ材・林地残材を熱エネルギーとして、使用している。地元木材使用を促す仕組み・
炭素本位制の導入などの取り組みを紹介。
日下哉氏　演題「自然エネルギーとは何か」
～愛別町における自然エネルギー活用の可能性～　太陽と地球が生み出すクリーンな
エネルギーをどのように得るか、それぞれの地域の自然環境を活かす為に、地域住民が
意識を持ち行動を起こすべきこと。

研  修  成  果

参加者数：４８名
　来場者の多くは環境・エネルギーに関心を持つ方々であった、と思
われますが、さらに詳しい内容、今まで報道で知らされていなかったお
話もあり、感心されていたと思います。
　また、自然エネルギーを取り入れていくための困難な部分を解決し
ていくための考え方・捉え方のお話もあり、自然エネルギーを活用する
ことの重要性を感じたと思います。

講  演  内  容

　映画「ガレキとラジオ」の制作時、震災の映画を撮影するに至った背景と、その心情と
葛藤、完成までの道のり、映画上映による被災地支援を行う際に考えなければならない
課題や、それを解決していく方法などについてお話していただいた。
　また、被災した人や被災地周辺で支援活動を続ける人の現状を紹介し、物理的にも精
神的にも復興が終わっていないという現状のなかで、復興支援を継続することの重要性
について語っていただいた。

研  修  成  果

参加者数：２３０名
　映画製作者と出演者による講演と、被災地を題材とした映画の上映を行う
ことで、被災地とそこで暮らしている人々の現状を知ることができ、そこに暮ら
す人、かかわる人の物語はそれぞれ続いている事に気づくことができた。そ
して、3月から半年たった今、徐々に薄れつつある災害への意識と被災地へ
の思いを、会場にお越しいただいた方と共に新たにすることができた。

講  演  内  容

　過去・現在・未来の石狩について、主として人口動態予測の観点から、他地域
との比較も交えながらわかりやすくお話しいただいた。まちのあり方について時間
軸を意識して捉えなおすことにより、景気変動等の現況にとらわれすぎない、「俯
瞰する視点」の重要性をご教示いただいた。また、新たな社会構築のあり方につ
いて、エネルギー政策などの具体案も織り交ぜながらご講演いただいた。

研  修  成  果

参加者数：１００名
　人口動態予測とその影響に基づいたまちづくりの第一人者とされて
いる藻谷浩介氏をお招きし、近未来の石狩について人口予測の観点
からお話をいただいたことにより、地域の将来像についての認識を深
めることが出来た。これからのまちづくりについてどんな夢を描くにせ
よ、まずは足元のデータを認識することが重要であり、多くの参加者が
共有する機会を得たことは貴重な研修であった。

講  演  内  容 研  修  成  果

講  演  内  容

8月18日は襟裳岬、百人浜において主に秋の七草の開花状況の調査。9月8日は浦
河町杵臼周辺の植物相を確認しながら、エゾノトウウチソウの開花状況の観察、そ
の後、シュマン林道においても同様に観察を実施した。10月20日はえりも町目黒、
豊似湖周辺の樹種の違いによる紅葉の仕方などについて研修した。いずれも決め
られたコースを歩きながら三浦忠雄先生の植物についての解説を聞き、また、それ
ぞれが図鑑などで確かめながら、コース内の植生、生育状況などをこれまでの調査
などと比較し、希少種の盗掘による痕跡はないか、エゾシカによる食害がどの程度
進んでいるかなど、地域の今の状況を確認した。

研  修  成  果

参加者数：計５２名
　秋の七草のなかでは希少種であるキキョウ（絶滅危惧VU）が激減してい
る。愛好家の多いキキョウは盗掘の被害にあう危険性が高い。また、エゾシカ
が好むキキョウ科でもあり、減少に至る因子が高い。しかし、今回の調査では
人的な被害か、動物による食害かのどちらかは不明。継続して観察していく
必要がある。その他で、オミナエシの開花が確認できなかった。浦河町で実
施したエゾノトウウチソウ（日高山脈固有種）の生育に変化はなかった。シュ
マン林道では群生していたヒダカアザミ（日高山脈固有種）が、林道の草刈り
によるものと思われ絶滅状態。新しいものではチドリケマン（北海道固有種）
を発見した。
　10月20日えりも町目黒、豊似湖の観察は暖かい日が続いたためか、紅葉
が遅れ目的の樹種の違いによる紅葉の進み方の確認はできなかった。今回
の観察会では原因を特定することはできなかったが数種類の植物で減少、
新しく1種、発見できた。

6

8

7

10

9

地域づくり団体　2



平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

花巻宇宙少年
団育成会

岩手県花巻市
①高柳　雄一
②小定　弘和

①多摩六都科学館館長
②（公財）日本宇宙少年団
本部コーディネーター

宇宙っ子の育つまちづくり(子どもの夢と産業と社
会)

平成25年10月12日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

高松第三行政
区ふるさと地域
協議会

岩手県花巻市 松岡　公明 社団法人ＪＣ総研理事
 「安心して暮らせる、未来に希望の持てる高松第
三行政区」～これからどうなる地域の農業、どうす
る私たちの暮らし～

平成26年1月19日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

黒沢尻東地区
自治協議会

岩手県北上市 畑中　美耶子
フリーアナウンサー・方言
指導家・演出家

方言は文化 平成25年10月21日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

二戸市ナニャト
ヤラ保存会

岩手県二戸市 皆川　洋一 深萱の昔とうふ工房　代表 「いなかは宝の山」 平成25年9月15日

講  演  内  容
演題:「これからどうなる地域の農業、どうする私たちの暮らし」
講師が用意したレジメをもとに講演をおこなった。講演内容(抜粋)は下記のとおりである。
①地域づくりにおけるビジョン・戦略づくりの大切さ
・変革の時代にあって「自分の考えがない」「自分の夢がない、語れない」ということでいいのか?
・ビジョンで打ち出す戦路は、集落・地域の共通言語になり、地域住民の気持ちを束ねる接着剤
の役割を果たすものでなければならない。
②農山村の活性化における地元学」のススメ
・地域資源の総点検運動をやろう。「ないものねだり」から「あるもの探し」へ、そこしかないモノ・そ
こしかできないコトが特有の価値づくりにつながる。
③具体的な地域づくりの実例
・徳島県上勝町の「はっぱビジネス」
「つまもの」事業による町おこし。毎日コツコツと働くことでお金を稼いで病気知らず、元気な高齢
者が多い。「産業福祉」のモデルである。
・島根県出雲市の「有限会社グリーンワーク」
この集落営農法人の特色は、営農関係以外に「地域貢献型活動」に取組んでいること。「高齢者
外出支援サービス事業」や「灯油の個別配達業務」などをおこない、地域住民のライフラインを支
えている。
④農政改革の方向
・5年後に生産目標数量配分の廃止
・米の直接支払いの減額
・日本型直接支払制度の創設
・飼料・米粉用米の交付金
※農政が変わっても対応できる住民参加型の組織が必要である。
⑤地域のブランド化
地域ブランドとは「地域発の商品・サービスのブランド化」と「地域イメージのブランド化」を結びつ
けることで、他にない付加価値を与え、地域外の資金・人材を呼び込むという好循環を生み出し、
持続的な地域経済の活性化を図ることである。
講演の最後に「自利(エゴイズム)」と「利他(他者への思いやり)」
という言葉を用いて、地域の人たちが協同することで利益が守られる」ということを理解するところ
から第一歩が始まる。と締めくくった。

研  修  成  果

参加者数：６５名
①参加者が当初の予定(50名〉を上回る65名に達した。理由として考えられる
のは、主催者の「地域の抱える課題を何とか解決したい」という想いが伝わっ
たからだと思われる。参加者の内訳は地域内52名、講師(松岡公明氏)が来
られることを知り地域外が13名(県内12名、秋田県1名)であった。
②参加者の主な感想は次のとおりである。
「講師は農政問題にも詳しく、農村の活性化のことも具体的に話してくれ、地
域に明るい光が射してきたような気持ちになった」「女性や非農家の若者にも
分かりやすく話してくれてうれしかった」そのほかにも「来て良かった」「もっと
多くの人に聞いてもらいたかった」等の感想が主催者に寄せられた。
③今年度は、当協議会が『岩手県元気なコミュニティ特選団体』に
認定された年でもあり、今回の講演会が地域課題(過疎化・高齢化や農業所
得の減少など)の解決と今後の活性化に大きく寄与したものと考える。

講  演  内  容

　話し言葉は中央と地方の差がなくなり、文化・風習が画一化され地方の伝統や
風習・方言といったものが少しずつ失われつつある。しかしながら、日本語の表
現や発音の美しい方言は豊かなブランド言葉であり、その土地の風土・気候・文
化・風習などから生まれたものである。方言は恥ずかしい言葉ではなく、文化的
な言葉であり伝承してほしいものである。

研  修  成  果

参加者数：７２名
　方言は生活になくてはならないことばであり、方言によって人と人の繋がり
を深くする。若者たちの発音から消えかかっている方言を日本語の美しい
音、濁音と鼻濁音を使い分けてより豊かな表現で方言を使っていけたら良
い。
　方言は恥じることなく文化的な言葉であることが理解できた。今後、方言の
伝承活動を通じて世代交流が図られ、コミュニケーションを図る手段となりえ
る。

　八戸でも一人暮らしの高齢者世帯が多く、これまでに孤独死者も多くなってい
ると聞いている。これを少しでも防ぐには、町内会員の連絡を綿密にし、情報網を
築く必要がある。
　行政だけに頼っていては情報は伝わりにくい。隣組的なグループ単位で、お互
いに気配りすることが絶対に必要である。
　高齢者はとかく引っ込み思案になりがちなので、今日の様な地域の催事や祭り
行事等に積極的に参加することにより、情報交換や人々との触れ合いもできる。
　自分の83歳の父親も八戸で一人暮らしをしており、実に心配であるが、幸いに
現在は元気で町内の人達と交流しており、お互いに連絡を取り合っているとのこ
とで少し安心している。
　後半の講演では「徂徠豆腐」という落語の一説を語り、貧困の人助けをして、後
に自宅が火事で全焼し無一文になった時に、逆に助けてもらった人情話をして
聴衆に感動を与えた。

参加者数：１０５名
　是川地域では、高齢者特に一人暮らしの見守り的組織がなく、必要
性を感じておった時に、今回の講演会で各町内会で組織づくりに気
運が芽生えたと思われます。特に隣組（班毎）による連絡網の構築を
する動きが感じられております。町内会長数人に聞き取りを行ったが、
今回の講演会は実に有効であったとの事です。
　当地域では種々行事に参加者が少なく、人集めに非常に難儀をし
ますが、今回は一流の落語家の講演とのことであり、PRを徹底的に
行ったこともあって、100人超の聴講者が出席してくれたので、成果は
充分にあったと思われます。
　尚、講演会の休憩時に、本講演の内容や研修成果は、貴協議会に
報告する旨を発表し、講師並びに聴講者の承諾を得ました。

講  演  内  容

-高柳氏講演内容-
○宇宙へのいざない一君はなぜ宇宙に興味があるの?/夢をかなえる方法はいろ
いろある(学者研究者になる、技術者になる、宇宙飛行士になる、文学からも宇宙
に接することができる…)
○宮澤賢治のまち花巻には宇宙を見る風土がある。そんな環境の中に居る皆さ
ん、いろいろな見方をおぼえ、自分なりの夢に向って進んでほしい。
○大きなものを見ることと小さなものを見ること一宇宙の不思議を知るのに素粒子
を調べるという方法がある/岩手県は、国際リニアコライダーの誘致を計画してい
るが、素粒子を調べることは、宇宙の究明にもつながる。

-小定氏講演内容-
○宇宙飛行士とは一宇宙飛行士たちはなぜ宇宙を目指すのだろう?/地上と宇宙
の違い/違う環境で見えてくるもの/宇宙飛行士になるには/宇宙飛行士の条件
○体験一宇宙飛行士としての資質を見る「白ジグソーパズル」

研  修  成  果

参加者数：４２名
-高柳氏研修成果-
・子ども達は、自分達のまちの素晴らしさを改めて知り、自分の夢をも
つことの大切さ、またそれに向かって進む楽しさに気付いた。
・参加者で岩手県のILC担当者は、誘致を進めるに当たり、子供達へ
の啓もう、そこから親や大人への波及は、大変参考になったと研修成
果 と感想を述べている。

-小定氏講演内容-
 ・子供の感想一宇宙飛行士になるためロシア語を勉強しようと思った/
僕はロボットを作りたいから宇宙飛行士の条件に合わなくてもいい/私
は看護師になりたいから星空の事をもっと知りたい/JAXAに入るため
理系の勉強をしたい。
 ・参加者の花巻市賢治まちづくり課担当者、同国際交流室担当者
は、行政が行うフォーマル教育と民間が行うノンフォーマル教育のそ
れぞれの意義を知り、市民の参画や協働の参考になったと感想を述
べている。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

不動地区食と農
の活性化協議
会

岩手県紫波郡
矢巾町

志村　尚一 (有〉ウィルビー代表取締役
不動地区の資源と人材を生かした活力ある地域づ
くり

平成26年1月29日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

いろりのある集
会所　田楽庵

山形県村山市 本間　正義 東京大学大学院　教授
TPPを学ぶ！農業経営者の対応と地方都市の活
路

平成25年11月10日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活
動法人　シャ
ローム

福島県福島市 保住　将文
彫刻家　チャパス州立芸術
家大学准教授

彫刻家「保住将文氏」と創る蒼龍伝説、石彫りワー
クショップ。

平成25年8月9日
平成25年8月10日
平成25年8月11日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活動
法人　ウェッブス
トーリー

福島県郡山市 河井　孝仁
東海大学文学部広報メディ
ア学科教授

地域を元気にする情報発信とは
～ソーシャルメディアも活用して～

平成２５年１０月１０日

講  演  内  容 研  修  成  果

1.地域の未来がなくなる・・・東日本大震災の被災地でおきていること
　不安→不満→批判(ねたみ、ひがみ、そねみ)→あきらめ
2.地域全体で課題を「他人事」にしない地域に未来がある。
　結果として子どもたちが元気になる。
3. 「意識が変われば行動が変わる、行動が変われば成果があがる」とよく言うが、
成果が見えないのに意識を変える人はいない。
4.ビジョン(あるべき姿)の大切さ
　ビジョンと現実とのギャップが課題。「ビジョンを絶対達成するんだ!」という意識と
行動が未来を拓く。
5.地域づくりと産業振興が結びついた西和賀町の事例
　西和賀には三つの本物がある・・・
・「風土が生んだ本物の食材」、「加工技術」 、「人」
・「西わらび」が3年間で3ｔから１１ｔ (引き合い30t) へ
・「大根の一本漬け」が3年間で500本から20，000本へ
・「納豆汁の素」が3年間で500個から10，000個へ
　商品の高評価が「西和賀町ブランドJへつながった。
6.不動地区のビジョンづくり
・「こうなりたい」という気持ちを形に・・・
　今日集まっている人たち(高齢者)が若者や子どもに伝え、地域に興味を持ち、
どうしていくかをみんなで考える。
・ビジョンに向かって「絶対達成する」という気持ちが不動地区の未来を拓く。

参加者数：５２名
① 講師の志村氏には、地区の抱えている課題について具体的な実
践例を交えて指導していただいた。特にも「ビジョン」の必要性を強く
話され、協議会としても「不動地区活性化ビジョン」の策定に向けて今
後活動していきたい。
②講演の中で紹介された西和賀町の地域づくりと産業振興につい
て、平成26年度に協議会として視察研修に行くことにした。
③講演には、地区内の他に町内、町外からも参加された方も多く「来
てよかった。早速仲間と出来ることから始めたい」「講師の話を聞きた
いと思っていた。声をかけてくれて感謝したい」等の感想が出された。
協議会として研修会を定期的に開催していきたいと考えている。

講  演  内  容

講  演  内  容

　岩手県藤沢町の小さな山里深萱（ふかがや）集落に陶芸家が移り住み、彼らを
核に地域を発展させようと若者たちが動き出し、その結果として町が施設を作り
地域に運営を委ねた。その活動の中からおばあさん達が田舎料理を提供するグ
ループをつくり、それに刺激されたおじいさん達が元気になり、若者が新しい活
動を始めた。そのような活動展開が全国的に評価され、全国農村アメニティコン
クールや豊かな村づくり運動で農林水産大臣賞を受賞するまでの地域の歴史、
そして一人ひとりを表現豊かに講演していただいた。また、農家伝承の豆腐作り
の技を生かして深萱の昔とうふ工房を設立し、首都圏や仙台で豆腐販売を始め
るまでの汗と笑いの話。

研  修  成  果

参加者数：１１０名
　当保存会は、昨年、市内上野（かみの）集落の活性化を図るため上
野自治会と協力し、約４０年ぶりに「まきばのまつりっこ」を復活させた。
その祭り開催のため地域が一丸となって取り組んできた盛り上がりを別
の活動にも生かして更に地域の活性化に繋げたいと考え、今回の講
演会を開催した。
　今回お願いした講師の皆川洋一氏は、地域づくり活動やイベントを
多く行っており、皆川氏がこれまで取り組んできた事例を講演していた
だき、講演会参加者はまちづくりのノウハウについて楽しく学ぶことが
でき、これからの取り組みに生かしていきたいと考えている。また講演
後、講師を交えてより深い話し合いができた。

研  修  成  果

講  演  内  容

ふくしまスカイパークのシンボルモニュメントの蒼龍伝説という石の彫刻に毎年新
たなレリーフを保住氏の指導で行うワークショップを行ってきた。今年で8回目が
終了した。市民公園づくりを目指し始められたワークショップを通して身近に創造
的な芸術文化に触れることができる場となっている。楽しく関わり石の彫刻の話を
聞き製作に関わっていくことができ、来年の再会を楽しみにしながら「石彫りワー
クショップ」は終了した。

研  修  成  果

参加者数：６０名
三日間天候にも恵まれ、野外での石彫りワークショップは順調に終了するこ
とができた。9日（金）は、障がい者施設の人たちが野外活動として参加し、
10日㈯11日㈰は、施設が休みとなるため9日に興味を持った人たちの自主
参加となったが多くの方が3日間参加され、これに地域の子供達、ボランティ
アの人たちも加わり終日楽しく製作が行われた。角の石膏での型どりも行っ
た。

　TPP問題に関する関心は高いように見えるが、本質は必ずしも理解されていない。TPP
で重要なのは投資の自由化。農業以外の関税はGATT、WTOを通じて十分低下。農業
の関税撤廃は、期日をなるべく遅くし、そこまでいたる道筋を工程表で示す。撤廃まで20
年αなら10年後でもコメ１Kg当たり170円の関税は維持できる。778％とよく書かれるが、
実態は341円、280％である。コメの生産調整廃止が決められている。
　農業者の経営対応。関税削減・撤廃で農産物の価格は下がるが、経営改善の工程表
を自ら作成。農地集約の方法を集落で対応か、担い手の存在と農地中間管理機構の活
用。中山間地ではモノづくりの原点で付加価値を。農商工連携、6次産業化に向けて、
農業と非農業部門のコラボが有効。
　地方都市の活路。地域資源を見直し、絶対優位でなく比較優位が重要。市街部と農
村部で危機感の共有。都市と農村の交流でモノづくりの本質を学ぶ。価値観のものさし
を見直して、一体化した地域づくり。特産品単品でなく、複合化・産業化。フードバレー
構想。「農村経営」の発想で地域マネジメント。都市の知恵と人材の活用を計れ。

参加者数：１４０名
　グループ30周年の記念事業であり、催事の多い時期にも係わらず市
中心部の会場で、期待数に近い参会者があった。参会者の多くは地
域のオピニオンリーダー的な人々である。
　シンポ形式ではないが、TPPについて事前学習その他情報を持つ
業種代表の主として反対意見の表明。必要・賛成論を説く講師の講
演、活発な質疑応答、そして聴講後組織代表者の所感のあいさつを
含め3時間を超える学習で、TPP問題に対する内容の理解は深まっ
た。
　農業者経営者の対応並びに地方都市の活路については、有益な示
唆ではあるが、聴講者が理解を深め、共感し具体的な取り組みに動く
ためには、それぞれのグループや地域組織で重ねて論議されることが
必要と考える。

研  修  成  果講  演  内  容
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

（財）立教志塾 福島県白河市 櫻井　よし子
国家基本問題研究所理事
長　作家

この国のかたちを考えるー八重の桜と美しい日
本ー

平成25年11月24日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

青嵐荘エコ・リサ
イクル委員会

茨城県古河市 安梅　勅江 筑波大学大学院教授
第2回　社会福祉法人から発信する地域づくり講
演会

平成25年10月26日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

茨城遊びのサ
ポーター

茨城県ひたち
なか市

矢代　貴司
塾講師・こどもの遊びの指
導者

こどもの遊びスタッフ養成講座（2回目）”読み聞か
せ”　”ボディパーカッション”

平成25年10月27日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

宇都宮市河内
地区連合自治
会

栃木県宇都宮
市

佐藤　良子
東京都立川市大山自治会
長

人が人に優しいまちづくり 平成25年10月24日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

NPO法人　かぬま
市民活動サポー
ターズ

栃木県鹿沼市 田村　太郎
一般財団法人　ダイバーシ
ティ研究所　代表理事

まち変フォーラム 平成25年11月24日

講  演  内  容

講  演  内  容

　日本はあらゆる困難から逃げずに、時代の変化を捉えて憲法の解釈変更や改
正に向けて国民的議論をさらに進めて行くべきで、憲法改正、集団的自衛権の
行使容認は、尖閣諸島問題など眼前の危機の解決のみならず、日本の国家基
盤の立て直しに欠かせない。真の目標は、憲法改正を達成して戦後体制を終わ
らせることで、日本国の存続に責任を持てるのは日本だけであることを肝に銘じ
なければならないなど。

研  修  成  果

参加者数：５５０名
　多くの白河市民に対して、日本を取り巻く世界がどのように変化して
いるかを、具体的な話や新聞等で取り上げられている時事問題を織り
交ぜながら明快に解説してくれたことは、今後日本国家はどこを目指
し、どう考えていけばいいのかを示唆してくれた。また著書にサインを
しながら、一般の人の質問にも丁寧に答えてくれたことで、あまり関心
を示さない市民も社会問題に対する意識が高まった。

講  演  内  容

　地域づくりを「活き活きとした生きる力（活性力）・きずな育む力（絆育力）」の視
点から「エンパワメント科学入門エンパ・プロになろう」をテーマに約10名9グルー
プでワークショップが行われる。3グループずつ10歳、40歳、70歳の視点で地域
について考えるという想定で行われ、年代に応じ「こういう地域であってほしい」、
「そのために何が必要か」を考え、意見を出し合う。出された考えや意見をグルー
プごとに模造紙にまとめ、発表をすることで、共有を図る。
　また、青嵐荘エコ・リサイクル委員会からは「活動の歩み」と「つながり∞ふくしま
協力プロジェクト」の実践報告を行った。

研  修  成  果

参加者数：９２名
　実施後のアンケートにおいて、回答いただいた30名のうち、約80％の方に「良
い」との評価をいただく。
　講演（ワークショップ）では、「わかりやすく理解できた」、「60歳代の人生に参
考になりました」、「単なる講演できくだけではなくワークショップ形式で体得する
ことができた」などのご意見をいただく。それぞれ違った背景の参加者が、共に
地域のあり方について考え、楽しみながら学べる講演となった。
　エコ・リサイクル委員会活動報告では、当法人の地域づくりの取り組みが「地
域貢献」、「地域との協働実践へ発展」、「利用者中心の活動」であることや「地
域の中核になっている」ことなどを感じていただけた。
　今回の講演・活動報告が、少なからず参加された方々の地域づくりに対する
意識の向上につながったのではないかと思う。

１．ソーシャルメディアは人間交際のツールである。
２．ソーシャルメディアは簡単に褒めることができる特徴がある。
３．地域は「構造」ではないか。
４．つながりを結い直すには、”見える化”、”ありがとう”（相互認知・興味関心）、”
共感”等が必要であること。
５．地域を結い直し、発火させる編集者「地域職人」の提案などがありました。ま
た、地域を変えるのは、「ワカモノ、ヨソモノ、バカモノ」の視点が求められるとの指
摘がありました。

研  修  成  果

講  演  内  容

　人が人に優しいまちづくりを構築するには、住民に必要とされる自治会づくりが
重要である。大山団地住民のニーズに合った自治会の再生計画、市（住民主体
の自治会）、能（能力、技術者の人材バンク）・工（工夫、アイデアで企画運営）・
商（コミュニティビジネスで有効活用）を１０年かけて実行し、「人が人に優しいま
ち、必要とされる自治会」「ゆりかごから墓場まで」をモットーに団地住民の相談窓
口の開設（２４時間対応）、「終焉記録ノート」の普及活動、みんなでお見送りをす
る自治会葬の実施や見守りネットワークの充実等、自分達のできる事は、自分た
ちで行動する大山自治会の１０年に亘る自治会活動の取り組みについてご講演
いただきました。

研  修  成  果

参加者数：４４名
　少子化社会で育つ児童の環境は、親の共働き等で幼児期から家族
関係の絆が失われており、子供達独自の自立した遊びが少なくなって
きています。
　今回の研修で得られた”読み聞かせ”や”ボディパーカッション”は、
体で体験する遊びであり、親子の絆をつなぐ為にも幅広く運用されま
す。
　当団体では今まで無かった、新たな遊びのポケットの育成を図ること
ができました。
　特に、県央地域市町村の放課後児童クラブ指導員が、新たな遊び
の展開ができると喜びを表明してくれました。子供達の遊びの幅が広
がり、地域活性化につながると確信します。

参加者数：８０名
　事前予約８０名でしたが当日来られた方もおり、郡山市民、行政関係
者、市会議員、企業、NPO関係者等多数の方の参加によって大盛況
でした。質疑応答の際も質問が途切れることがなく対応に大わらわで
した。
　郡山市では市長自らフェイスブックを開設していることもあり、フェイ
スブックについて多くの市民の関心があるので、この講演会はタイミン
グが良かった。また、福島民報新聞社、福島民友新聞社で事前告知
記事の掲載、当日取材があり翌々日に講習会の実施記事と合計４回
報道させていただきました。

研  修  成  果

参加者数：１００名
　今回の講演は、河内地区自治会長、自治会役員、まちづくり協議会
会員、おおいちょう河内の各老人クラブ会長等が聴講しました。
　少子高齢化の進展やライフスタイルの変化等により、自治会会員の
減少が続き、地域の活力が減退している中で、住民が何を自治会に
期待し、何を求めているのかをしっかり把握して、住民が望んでいる住
みよい地域づくりを目指して様々な活動に取り組む重要性を学びまし
た。さらに、様々な活動には人と人とのつながりを大切にし、自分達の
で出来る事は、自分たちで行動すること、改めて認識するとともに、こ
れから行動に取り組む出席者の意識の向上を図ることが出来ました。

講  演  内  容

　当団体では、指導が難しい各種の”読み聞かせ”や”ボディパーカッション”の
指導を賜わりました。
①読み聞かせ：肉声の語りかけをどのように推進するかの研修
・本の読み聞かせ、紙芝居、語り、朗読等で手法が異なるので配布資料に従い
丁重
　に研修を受ける。
　講師より補足説明があり
・「本の読み聞かせと紙芝居」と「語り、朗読」は同じ語りでも口調が違う・・・・
・視聴者（こども）に、”これは何かな？”と語りかけるような書籍を選定するように
　薦められる。
・大げさな発声を避けて、視聴者（こども）に優しく語りかけることも肝要。
②ボディパーカッション：
　手拍子、ひざ打ち、足踏み、お尻を叩く等、体を打楽器にして、リズムで動く
　音楽ですが、指導を受けた受講者全員楽しく展開できました。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　    体　    名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実     施     日

特定非営利活
動法人　いろは
企画

栃木県真岡市 渡邉　美洋子
横浜ワイン＆チーズサロン
エスパス　プレジール　代表

とちぎのチーズを味わおう！ 平成25年10月22日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

一般社団法人
栃木県古民家
再生協会

栃木県那須塩
原市

矢野　恒
株式会社　まちコン　代表
取締役

まちづくり市民講座　栃木県をみんなで考えよう！ 平成25年9月7日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

しもつけ地域活
性化委員会

栃木県下野市
①野尻　博
②佐々木　雄介

①㈲作芸人磨心事務所代表
②㈲作芸人磨心事務所

夢、元気、笑顔が未来を創る 平成25年8月24日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

2015年の公共
交通をつくる会

群馬県桐生市 山内　繁
特定非営利活動法人　自
治体学会創造コンソーシア
ム

支えあう心
2011.3．11　その時　それから

平成25年12月15日

　
NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

殖蓮地区自然
環境を守る会

群馬県伊勢崎
市

石川　真一 群馬大学教授　理学博士 男井戸川遊水池の保護育成管理 平成25年8月25日

研  修  成  果

参加者数：１３８名
　参加者は、テレビや新聞等での情報収集である程度の状況は把握してい
たが、実際に被害にあわれた地域の方から生々しい現状を聞いて驚いた。
　多くの参加者は義捐金や必要な物資を協力して送り、買い物ツアーも実施
してきたが、3年近くが経過し情報も少なく、ともすれば忘れがちな日々を過
ごしていた。
　今後はお互いに情報を交換しながら新たな支援をする必要性を感じた。
　研修会後の反省会では、中々進まない復旧・復興に必要なのはお金もあ
るが、「東北を忘れないで」と言われるように、改めて心の支援をしていこうと
誓い合った。
　来年には、再度、買援隊を組織して東北への買い物ツアーを計画し、気仙
沼で現在も活躍しているNPO法人こころの応援団との交流も深めて「東北を
忘れない」を合言葉に応援したい。
　また、今回の講演会を通じて多くの地元参加者との共通の意識が芽生え
地域活性化の一助となったと確信した。

・鹿沼のまちづくりで大切なのは電車やバスで素通りしていく人たちをどうやって
鹿沼に降ろして1円でも多くのお金を落としてもらうか。鹿沼は可能性のある町。
・地域を元気にするビジネスのモデルには神社型ビジネスモデル。神社には歴
史があり、地域にとってシンボル。入場無料だけどそこへいくといろんなものが
売っている。（商売が繁盛する、病気が治るお守りなど）。
・どうやったら地域で仕事が生まれるかを考える。皆で一生懸命工夫して一生懸
命仕事作っているところが生き残ると考える。

　なんとなくまちを変えたいとかではなく、何かに困っている人のために何ができ
るかを考える。困りごとを全部解決するのは難しい。まず何かを絞る必要がある。

講  演  内  容

　震災直後ライフラインが断たれたことで被災地の者ほど被災状況が分からな
かった。気仙沼市が燃えているというニュースは停電が復旧するまで市民は知ら
なかった。気仙沼は津波で流された海側と、被害のなかった内陸側に分かれた
が、余裕のある店や会社は内陸側に移り、街の姿が変わりつつある。海側の土盛
りが始まったが、街が元に戻るかはわからない。と復旧が遅れている現状を語っ
た。また、人件費の高騰で被災地の復旧工事が進まない現状も説明「東京五輪
決定も素直に喜べなかった。ただでさえ工事が遅れているのに被災地が見捨て
られるのでは」との懸念を口にした。
　さらに「地域産業の衰退や人口減少、過疎化や高齢化。これら復興の課題は
被災地に限らない。自分たちの街をどうするか。震災復興への取り組みは、みな
さんの地域の未来にもつながっていると訴え、「いま何が必要なのか情報交換し
ながら被災地を忘れないで欲しい」と訴えた。

参加者数：６５名
　これから重要になってくるのは共助。共助はボランティアだけではなかなか
できないので、これから仕事にしていく必要がある。
　鹿沼という地域でどんなニーズがあるかを考えるとよくわからないが、地域と
いうよりかはもう少し絞って共通の課題を持つコミュニティとして考える。そう
すればどんなサービスを提供するか、どんな仕事にお金を払ってもらえるの
か見えてくる。誰のためのサービスかわかりやすいためお客さんが来やす
い。鹿沼にどんな商品とサービスがあればお金を払ってもらえるか具体的に
考える必要がある。
・鹿沼だけではなく、全国的にも危機的状況（高齢者が多くて若者がちょっと
少ないという状況を乗り越えないという厳しい状況）。この危機的状況を乗り
越えるにはまちづくりが必要で仕事づくり（コミュニティビジネス）は重要となっ
てくる。鹿沼の中だけでお金を循環させるのは厳しいので外からお金を入れ
る必要がある。鹿沼の外からどうやってお金を稼ぐか考える上で参考になる
のは初めに述べた神社型ビジネスモデル。地域を守るには、礼儀ある中で
いろんな方法を使ってお金の入り口を作る。企業、行政、NPOなど地域のい
ろんな担い手と連携しながらやることは重要となってくる。

講  演  内  容

　第一部では株式会社まちコンの矢野恒氏による「今までの街づくりとこれからの
まちづくり」というテーマでお話しいただきました。行政主体の街づくりから市民が
創り上げるまちづくりという大切さ、自分たちが動かなければ何も変わらないこと
に気付かされました。
　第二部ではワークショップを開催しました。アイスブレイクで同じチーム内の方
たちとのコミュニケーションを図った後、栃木県の自慢したいところや良いところ、
悪いところ、こうしたいというところを各チームで話し合い、チーム代表者による発
表を行いました。

研  修  成  果

参加者数：２３名
　地域づくりやまちづくりというイベントを開催するのは初の試みでした
が、参加いただいた皆様に「よかった」という言葉を頂きました。今回開
催して強く思ったことは、「誰かに頼らず、自分たちで変えなくてはなら
ない」ということです。まちづくり市民講座を開催したことにより、地域づ
くりに対する危機感だけではなく、意識の向上にもつながりました。
　今回は”考える”ということでしたが、考えるだけでは何も変わりませ
ん。今回考えて話し合った結果を次につなげられるよう、今以上に活
動に励みます。

研  修  成  果

参加者数：45人
全く知らなかった・名前は聞いたことがあるが食べたことがないなど参加者は
とちぎのチーズ初体験の人が多かったが、研修が進むごとにとちぎのチーズ
についての理解が深まった。また研修を開催することによって、参加者から
の口コミやマスコミ掲載等によるアピールでとちぎのチーズが広まった。結
果、参加者がとちぎのチーズファンとなりブランド化による地域活性化へつな
がっている。

講  演  内  容

一般的なナチュラルチーズ7タイプの説明（作り方や味わいなど）ワインとの組み合わせ
のポイント（タイプ・シチュエーション）とちぎのチーズ生産者を交えて、チーズ作りのこだ
わりや目標について、栃木県の酪農の現状などを踏まえながら、とちぎのワイン説明（歴
史や味わいなど）とちぎのチーズとワインとのマリアージュ（相性）について今後の那須地
域のチーズ生産の取り組みについて

講  演  内  容 研  修  成  果

研  修  成  果

参加者数：７３人
　かんぴょうのことについて、考え方を変えれば、意外と有効な利用法がある
ことを感じました。
　かんぴょうを、ただの、お寿司の具材だけではなく、これからは、かんぴょう
にまつわるいろいろなものへ利用をして、ブランド化を図ることが大切だと思
いました。

28

26

講  演  内  容
　地域を元気にするために、何が必要か。これまでに野尻氏が手掛けてきた全国の町おこしの事
例について話を伺いました。
　しもつけ地域活性化の中でどのようなことができるのかということで次のようなお話を聞きました。
①かんぴょうという地域の特産品を利用して町おこしをするべきである。
②かんぴょうを東京などの大都市でPR活動を行い、たくさんの人に知ってもらうべきである。
③その逆として、県外の人々にかんぴょうとは、どのようなところで生産されているのかとか、どのよ
うな過程を経てかんぴょうになるのかを知ってもらうべきである。
④かんぴょうを使って付加価値のあるものを創るべきである。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

渋川まちづくり
市民会議

群馬県渋川市 佐藤　徹
高崎経済大学　地域政策
学部　教授

市民ができる政策評価
平成25年6月13日
平成25年6月20日
平成25年7月11日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活動法
人　国際教育推進
プロジェクト
BeCOM

千葉県銚子市 花房　孟胤 Manavee代表・開発者 自分と地域のミライと向き合う「Meet　ミライ2013」
平成25年8月22日
平成25年8月23日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

まち景まち観
フォーラム・茅ヶ
崎

神奈川県茅ケ
崎市

卯月　盛夫
早稲田大学社会科学総合学
術院　教授

勉強会「河童徳利ひろばで何ができるのか？」
－地域における人と人とのつながりのデザイン－

平成25年9月7日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

ＮＰＯ法人ＧＰ
ネットワーク

富山県富山市

①北村　森
②山出　淳也
③太田　浩史
④中田　宏
⑤アサダ　ワタル
⑥迫　一成

①商品ジャーナリスト
②NPO法人BEPPU　PROJECT
代表理事
③東京大学生産技術研究所　講
師
④衆議院議員
⑤日常編集家・日常再編集
⑥hickory03travelers　代表

まちづくりセミナー２０１３

平成25年12月7日
平成25年12月14日
平成25年12月21日
平成26年1月18日
平成26年1月25日
平成26年2月1日

研  修  成  果

参加者数：７２名
勉強会で学んだことを踏まえ、「まちづくり調査・関係各課と関係市民
団体による検討会議の開催」などを記した要望書を地元西久保と連名
で提出。また、勉強会で応援メッセージを発表した河童徳利に関わる
活動を展開中の8団体などとイベントを開催する予定。
住民を中心に72名に上った勉強会参加者が、今後、「河童徳利ひろ
ば」をきっかけにしたまちづくりの中心となることが期待される。

研  修  成  果

参加者数：５０名
　パワーポイントを有効に活用しながら、基本は引き込まれる話術で参
加学生もサポートスタッフも声をあげて笑いながら、共に考えることが
できる時間となりました。自ら考え、言葉におこし、それを人と交し合い
ながら、さらに自分の意見を整えていく作業を、リラックスした状態で行
えたことが、そのあとの地域ミライ討論会での活発な討議につながった
と言えます。
　また、高校生の方からの積極的な質問も想像以上に数多く上がり、
参加者にとって身近な世代である講師の話がしっかりと伝わったことが
感じられる結果となりました。

参加者数：５５名
　地域住民、市民のみでなく、前橋市や高崎市、藤岡市や桐生市など市外
からの参加者も多く、埼玉県の北本市からの参加もみられた。各地で地域づ
くりやボランティアをしている方、専門家からの質問も多く、初めての参加者も
石川先生の回答に聞き入っており、各々の知識を向上させることができた。
　現地見学会でも多くの参加者から質問があり、地域の自然への興味を高め
ることができたため、各地域でより一層活動が活発になると考えられる。
　また資料とともに配布したチラシにより、新たに4名のボランティア会員が加
わることになり、今後の活動の励みになった。

・県が休耕田の買い上げを行い、住民委員会での利用計画を検討した結果、利活用
ゾーンの3分割案が決まり、そのうちの1か所について、自然と触れ合える公園、水生ビ
オトープを併設することが決定し、男井戸川遊水池が誕生した。
・2008年の調査により、絶滅危惧種であるアザザ、コギシギシ、ミゾコウジュの3種の生育
が確認された。
・現地の土壌を保存し、造成後に保存しておいた土壌を蒔いたことにより、かつての在来
種植物群が迅速に再生している。2010年の調査では、在来種13種、外来種6種の計19
種であったものが、2012年には在来種37種、外来種27種の計64種が確認されている。
・現在県内にビオトープと呼ばれているものは、アドバンテストビオトープ（明和町）とチ
ノービオトープ（藤岡市）の2か所あり、男井戸川のアサザは、10年後には消滅の恐れが
ある貴重な植物なので、群馬大学、アドバンテスト、チノービオトープに避難してある。
・男井戸川遊水池が過去に失われた自然を取り戻し、地域の生態系を再生するまでに
今後10年の自然再生事業が必要になる。地味な活動だが外来種の駆除を地域住民、
市民、県民で行っていただくことが大切である。植物の名前を覚えると活動が楽しくなる
ので、皆さんで参加してもらいたい。

講  演  内  容

　全寮制の抑圧的な環境下で、自ら学ぶことの意義を探り、自分にとって大切で
あり、誰かにとって必要と思えることを繰り返し試行する中から生まれた
manavee.com。講師自らの生い立ちや受けてきた教育環境、さらに想いを実現し
てきた様々な体験を紹介しながら、現在のプロジェクトで本質的に目指している
「新しい価値」の創造に向けた挑戦のストーリーを紹介していただきました。
　また高校生自らが能動的に学ぶためには、自分の思いに気付くことが大切であ
ることを伝えたうえで、今回は「気にくわない」をテーマに、自分の思いに気付き、
その解決方法を仲間と探る作業をしました。

講  演  内  容

　市民目線で行政評価方法を習得し、行政が行う行政評価（内部評価）ではな
く、市民が行う行政評価（外部評価）を実践し行政経営の診断をする。
1日目　自治体の行政評価
2日目　行政評価における市民参加
3日目　市民と行政の協働による地域マネジメント

研  修  成  果

参加者数：47名
　市民が自分の暮らす市の行政評価を行うことにより何の事業が必要
で何の事業が必要でないか事業の診断をすることで、市民自身がむ
だをしない意識をもつことができる。役所任せにはしないことができる。
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講  演  内  容 研  修  成  果
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31

28

29

講  演  内  容

都市でも農村でも「コミュニティ」が崩壊している社会状況があるなか、これからの
まちづくりは公園整備等のまちづくりの計画策定を通じて人と人とのつながり
「ソーシャル・キャピタル」を生み出す工夫が必要である。「河童徳利ひろば」を
きっかけにしたまちつくりは、多世代、多様な興味と関心を持つ市民の参画により
時間をかけた協議が必要。地域の誇りを子どもたちに伝える市民事業を実践で
きる組織を立ち上げるべきである。(全国各地の参考事例を紹介)
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

リラクオーレ「あし
たへ続く、心豊か
な暮らし方」を信
州から。

長野県上田市 佐藤　初女 福祉活動家・教育者 「食はいのち」心豊かな暮らし方について 平成25年12月14日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

ＮＰＯ法人
Ｐ・Ｋパラダイス 長野県須坂市 吉田　新一

立教大学名誉教授　英米
児童文学研究者　軽井沢
絵本の森美術館　名誉顧
問

「絵本のおくりもの」 平成25年12月15日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

持続可能な松
本平創造カンパ
ニーわおん♪

長野県塩尻市
①畠中　洋行
②畠中　智子

①プロセスデザイナー（地域育
て・まち育て・コミュニティ育て）
②㈱わらびの代表取締役

企業とNPOが協働すれば、もっと簡単に地域課題
が解決できる！

平成25年12月6日

講  演  内  容

　吉田新一氏は、永らく絵本学会会長を務め、日本におけるビアトリクス・ポター（「ピー
ターラビットの作者」）研究の第一人者。第1部は、ポターを知り尽くした吉田氏が、同シ
リーズの中から5冊を取りあげ、絵本の「絵」を読む愉しみを語った。パワーポイントを使
用して、さし絵を細部まで解説。「絵本の森の魔法使い」のするどい観察眼で読み取っ
た、絵に託されたメッセージが語られると、おなじみの「ピーターラビット」が新しい物語の
ように動きだし、会場から感嘆の声があがった。
　第2部では、あまたあるクリスマス絵本の中から吉田氏が厳選した作品を、丁寧に解説
し、クリスマスに親子で楽しんでほしい名作を、つぎつぎに紹介した。

研  修  成  果

参加者数：３８名
　本講演は、「ピーターラビット」をはじめ、英米児童文学の金字塔と呼ぶに
ふさわしい名作から、クリスマスの絵本までを網羅する、須高地域でははじめ
ての内容となった。会場には絵本が好きな方はもちろん、読み聞かせなどで
日ごろから絵本をツールに活動している方の姿も多く見られ、絵本初心者に
は入門編として、経験者や図書館員にはブラッシュアップにふさわしい内容
だったとの声があった。
　最後に、市立須坂図書館の取り組みについて司書から案内があり、講演後
には吉田氏を囲んで、地域で読み聞かせ活動をしている方々との意見交換
も行われるなど、「絵本」をキーワードにした地域づくりに貢献できた。また、
同会場で開催しているイルミネーションでは参加した展示で優秀賞をいただ
き、会場を大いに盛り上げた。

講  演  内  容

企業よし、NPOよし、世間よしの地域づくりを行うキーワードは、「コドモノチカラ」である。
次世代を担う子供達のチカラを伸ばす機会の実例として、とさっ子タウンについて紹介し
ていただく。（http://tosacco-town.com/)
とさっ子タウンを開催するにあたり、NPO関係者がサポートしながら大学生が中心となり
企画する。そして、子供達に本物の体験をしてもらうために、様々な業界のプロに協力を
依頼。また、開催費用を補うために寄付つき商品や飲食メニューの開発なども行ってい
るとの事。
子供達のチカラを伸ばすために必要なことは、「待つ姿勢」と「場を提供」すること。あとは
コドモノチカラを信じることが重要だと学んだ。

研  修  成  果

参加者数：２３名
当地域ではあまり事例のない、企業とNPOの協働の事例をきくことが
できたとともに、とさっ子タウンという子供がイキイキと成長するとても素
晴らしい活動を詳しく知ることができた。
企業とNPOとが協働するきっかけとして、子供に関わる活動から始める
ことで、お互いの想いがつながりやすいことを学ぶことができた。また、
アンケート結果より、当地域においてもとさっ子タウンのような活動をし
ていきたいという声が何件かあり、あたらしい動きに発展していけると
期待できる。
参加人数は想定より少なかったが、アンケート結果では参加していた
だけた方には大変好評だった。
セミナーの進め方にも関心が集まり、お二人が話をしながらも、板書を
していく手法についても学びたいという声が何件かあった。

講  演  内  容

講演会が開催されるまでに、いろいろな人のつながりや協力があって今日の日を迎えること
ができたと思うので、そのつながりを大事にして、展開していってほしい。食の大切さを考え
る事はいのちの大切さを考えること。多様なものが多様なまま生きる（生物多様性の）一番身
近な例としてぬか漬けがある。いろいろな野菜を一つのぬか床に入れ、おたがいに引き立
てあって美味しい味を出している。大きなことを成し遂げなくても良いし、遠くの事で自分と
関係ない出来事などは無く、身近なところに真理や大事なことはあり、それに気づけるような
心を持つことが大事。そして気づいたら実践をしていく。そうすれば社会の役に立っていく。
長く生きてくると、人に起こったことは自分にも起こる事、というのが実感としてある。（また震
災後らしい話としては、）ボランティアとは見返りを考えずに取り組むことである。（道端にそっ
とおいてくるようなもので、振り向きもせず、と付け加えたい、とのこと。）佐藤さんが主宰して
いる「森のイスキア」に訪れる方々の例では、悩んだり、苦しい人は食べることがおざなりに
なっている。一緒に食卓を囲み、少しでも食べられるようになってくると、心も溶けて生きるエ
ネルギーが湧いてくる。食べることは、いのちといのちのかかわりを味わうことでもある。（佐
藤初女さんといえばトレードマークの）おむすびを作るときは、おいしくなれなど余計なことを
考えず、無我の境地でむすんでいる。そうやって一瞬一瞬を真剣に生きることが大事。

研  修  成  果

参加者数：３１２名
90歳を超える佐藤初女さんが今熱中しているもの、ぬか床。そこに生
物多様性を見ているというお話に、日常の中に気が付くべき多くのこと
があると気が付かされました。聴講者の多くは女性で母という方が多
く、佐藤さんの具体的なお話がすっと胸に落ちたようでした。また佐藤
さんから「講演会を開催する」ということで人と人とのつながりができる。
そのつながりを大事に、次に展開していくというお話がありましたが、ま
さにこの地域での食や生き方を通したつながり作りのきっかけになる講
演会でした。実際的にはNPO法人食と農のまちづくりネットワーク、上
田生と死を考える会、長野大学、上田婦人友の会、カフェオーナーの
方々などと、この講演会をきっかけにつながることができました。このつ
ながりを今後展開させ、多様性を認め合う持続可能な地域づくりに活
かしていきたいと思います。

32

北村氏
足もとの宝物を改めて見極めて何が重要か、また自分たちにとって何がアピールできるものかを見定めて、
それを磨く作業、そして人に知ってもらう作業をしていかなければならない。そして全国におけるまちの魅力
を磨き上げる事例、富山における足もとの宝を磨き上げる事例を紹介された。終盤には商品ジャーナリストと
しての経験に基づき大切にしている考えを語られた。
山出氏
アートは自由なものの考え方・見方を促し、気づきを与えてくれるものであるということを語られた。そしてその
アートの視点から街を考えていくことについて触れられた。また、大分県別府でのアートプロジェクト、大分県
北部国東半島でのアートプロジェクト等について、具体的な事例を取り上げた。例として別府で街とアートを
つなげる仕組みづくり、「platform04」について紹介いただいた。
太田氏
ヨーロッパでは30～40万人都市が多く、20〜50万人の都市が大変元気で、それがヨーロッパの情景を作っ
ているということを語られた。そして富山市のような中小都市の重要度について説明された。さらに、都市再
生、都市ツーリズム、シビックプライド、パブリックアートといった視点から世界の都市（中小都市を中心）の事
例を、富山市の取り組みと比較しながら紹介いただいた。
中田氏
様々な課題を抱える日本の社会全体において、どのように一人一人が自立をしていくかが問われているとい
うことを語った。そして、過去に取り組んだ施策として、いくつかの事例について紹介していただいた。
NPOは公共の担い手として重要であり、公共を担うのは行政だけではないということ、様々なセクターが担い
手であるということを語った。最後にまちづくりにおいて誰がやるのかが重要であるということ、まちづくりの主
体性、主体論についてもお話いただいた。
アサダ氏
日常再編集とは、目の前にある日常風景を整理し、そこから自らの関心を引き出し、目の前にある風景につ
いての関心を表現するということを語られた。また自宅を友人や他人に少しだけ解放して開いてみる「住み
開き」についても事例に基づいて説明をいただいた。自分にできる範囲で外に開くことによってできる小さな
コミュニティは、自分の仕事や趣味の活動が自然と他者と共有されるということを教えて下さった。さらに、音
楽を使って、異なるコミュニティや異なる世代をつなぐプロジェクトについて語られた。
迫氏
イラスト、グラフィックデザイン、ブランディング、ブライダル事業、Tシャツ及び各種グッズ制作など、幅広く展
開する活動について、活動写真を中心に分かりやすく語られた。
上古町商店街のロゴや地図の作成、フリーペーパーの発行などの地道な取り組みの中でも、商店街が持っ
ている魅力を分かりやすく表現する取り組みについてご紹介いただいた。上古町商店街は若い経営者の新
店舗が進出し、若い世代を中心に多くの人たちが集まる空間となっているそうだ。

参加者数：１００名
日本の取り組みだけでなく、ヨーロッパの事例も知ることができ、幅広
い分野の知識が身に付いた。そして、2015年の春に北陸新幹線が開
通する富山にとって大切なことは、「足もとの宝物を発掘すべき」という
ことも教えてもらった。
参加者からは、共感できる部分が多い、あっという間の120分だった、
話の内容や話し方なども興味深かった、セミナーで得た知識を活用し
ていきたいなど、嬉しい意見が多く寄せられた。
今後は、本セミナーで得た知識を実践していく市民が増えていくと考
えられる。

33

34

35
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

公益財団法人
妻籠を愛する会

長野県木曽郡
南木曽町

①池田　宗兵衛
②浅野　聡

①長野総合研究所理事長
　信州芸術文化振興財団理事長
②三重大学大学院工学研究科
建築学専攻　准教授

第３８回妻籠冬期大学講座 平成26年2月1日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

愛荘町愛知川
観光協会

滋賀県愛知郡
愛荘町

早川　鉄兵
フォトグラファー、切り絵作
家

まちじゅうでアート”切り絵でまちを飾ろう！！～早
川鉄兵トーク&ワークショップ～”

平成26年2月2日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活
動法人　ア・
ピース・オブ・コ
スモス

三重県尾鷲市
①福元紘子
②福島陽子

①㈲３Way代表取締役
②現代美術家

「レジデンスとアルベルゲで伊勢熊野街道の活性
化を考える」

平成25年6月10日
平成25年6月11日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

源内峠遺跡復
元委員会

滋賀県大津市 　広瀬　和雄
総合研究大学院大学文化科
学研究科
日本歴史研究専攻教授併任

古代産業の発祥地で地域づくり！ 平成26年2月15日

NO 団　    体　    名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実     施     日

一般社団法人
コナン市民共同
発電所ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

滋賀県湖南市
①今若　伸男
②諸富　徹

①湖東興産株式会社代表取締
役
②京都大学大学院経済学研究
科教授

（市民連続講座）自然エネルギーは地域のもの
～スマートコミュニティの実現をめざして～

平成26年2月14日
平成26年2月20日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

京田辺市観光
ボランティア協
会

京都府京田辺
市

中江　好喜
京都産業大学日本文化研
究所上席特別客員研究員

第1回目「日本庭園の歴史と見方」、第2回目「仏像
の見方」

平成25年9月14日
平成25年10月19日

講  演  内  容

（第１回）
今若社長からは自社における太陽光発電事業に関する実績を中心に、地方自
治体や地域と連携した太陽光発電のプロジェクトづくりのポイントやその実績に
関して、詳細なお話しを頂いた。参加者は具体的な事例を交えたお話しを聞き、
湖南市および地域でのまちづくり活動への波及・展開方法について考えを深め
ることができた。
（第２回）
諸富先生からは、欧米のエネルギー・経済に関するマクロ的なデータ紹介やス
マートコミュニティの概念・意義をご紹介いただいた。また、ご自身が関わられて
いる長野県飯田市における地域ぐるみのスマートコミュニティの取り組みについ
て、具体的な内容を含めて解説いただいた。湖南市および周辺地域における取
り組みの一つの切り口として、スマートコミュニティの可能性を様々な視点から考
えることができた。

研  修  成  果

参加者数：５０名
　第１回の今若社長の講演からは、地域・まちづくり活動を推進するための一
つの事業として、地域における再生可能エネルギー事業が可能となっている
という情報が共有された。様々な活動領域で活動をされる参加者にとって、
安定的な経済基盤を築くと同時に、地域内の経済循環の促進につながる再
生可能エネルギー事業の具体的な実施プロセス、方法を学ぶことで、継続
的なまちづくり活動につながることが期待される。
　第２回の諸富先生の講演からは、世界的な視点からスマートコミュニティの
全体像を学ぶことができ、さらに日本における具体的なプロジェクトとして飯
田市の事例を共有することによって、市民共同発電所等の取り組みを進めて
いる湖南市や滋賀県内等への波及効果が生まれるものと考えられる。地域
の様々な活動をつなぎあわせたスマートコミュニティの取り組みは、多様なま
ちづくりの主体が連携する機会として有効であると思われる。

研  修  成  果

参加者数：５２名
乳幼児のいる家族連れから高齢者まで、住民や在勤在学者、愛荘町
に4月から赴任する地域おこし協力隊のメンバーなど幅広い層の参加
があり、多様な人が交流できたことが大きな成果だった。地域のすばら
しさを伝えたいという思いを原動力に、地域の人の助けを借りながら誠
実に地域活動に取り組む早川さんの姿勢から、まちづくりとは特別なも
のでなく、体験や動機に根ざしたひとりひとりの小さなきっかけから始
まることを学んだ。また、ワークショップでは、世代の違う人々が達成感
や喜びを共有することができ、周囲の人と協力しあいながら、人や町
の魅力を育てていくことの大切さを実感することになった。

講  演  内  容

①「『重要伝統的建造物群妻籠宿』の限りない進展を祈って」をテーマとし、自治省・県
職員として妻籠宿保存に携わった当時を振り返りながら、半世紀近く続けてきた地元の
苦労に敬意を表すとともに、世代交代していく中での継続の難しさと期待を示した。
②「景観法１０年を迎えて－景観行政の成果・課題・展望－」をテーマとし、江戸時代の
景観づくりの素晴らしさの説明から始まり、高度成長の中で景観が破壊される中、国交
省・農水省・環境省による景観法の制定、景観計画による各地の取組みを紹介しながら
今後の展望と課題を分かりやすく説明された。

研  修  成  果

参加者数：５０名
①保存開始当初の苦労を思い返し、地域住民の高齢化、空き家の増加等
様々な問題点を改めて見つめ直し古民家に価値を認め保存を認めた行政
に感謝し、行政・学者・住民が三位一体となって進めてきた保存の価値を次
世代に伝える努力の必要性を痛感し、妻籠宿保存継続の大きな課題を再確
認した。
②景観法誕生の経緯と各地の取組みを分かりやすく示して頂き、大変参考
になった。景観法については制定された時点から妻籠では注目し期待し学
習会等行ってきたが、肝心の行政にその気がなく停滞したままになってい
る。これを機三位一体で進めてきた原点に返り、制定する目標ができた。

講  演  内  容

「史跡を活かしたまちづくり」をテーマに歴史が息づく快適環境づくりに史跡公園
をどう活かすか？課題は何か？各地の事例を参考に現状の良い点、悪い点を参
加者に解り易く解説されました。遺跡の発掘調査もピークを過ぎ近年では調査終
了後、遺跡の多くは破壊し価値の高いものは史跡に指定し永久保存。今後は報
道機関への宣伝やキャッチフレーズ、ストーリー性をもたせ専門家や民間ボラン
ティアと連携を図り面白さ楽しさ感動を与える努力をする。

研  修  成  果

参加者数：１３０名
　前日の降雪、当日の雨と足元の悪い中、多数の参加を得て開催さ
れました。広瀬先生の貴重な講演で我々、参加者も地元の大切な遺
跡を再認識し、次世代に繋ぐべく指針を頂きました。パネルディスカッ
ションでは各団体共、特長があり世界遺産を目指して活動、我々と同
じく地域に製鉄遺跡をもつ社長や工房の主宰者さんの鉄に対する熱
い思い、活動内容に感嘆し大変参考になりました。

講  演  内  容 研  修  成  果

40

41

39

38
講  演  内  容 研  修  成  果

①熊野古道は全行程を通しで歩ける設備が整っていない。巡礼者が増えること
でスペインの廃村が蘇った例があり、県を超えた統一標識などの設置が必要。異
なる信仰を結ぶ道は日本独自で世界発信するべき。（別添新聞記事参照）
②観光資源と文化イベントを繋げることで大きな効果が期待できる。

参加者数：３５名
①車の旅行は通過するだけだが、歩くと地元にお金が落ちる。単なる
旅行者だとゴミを捨てるが、巡礼者という自覚がマナーを守らせる。
②熊野古道、世界遺産登録10周年の事業に子供達が熊野古道に置
く丸太作りのベンチを芸術家と一緒に創る提案がなされた。

37

36

講  演  内  容

2011年から2年間、滋賀県米原市で地域おこし協力隊（みらい・つくり隊）として活
動した経験とその後の取り組み、活動の中心となる切り絵との出会いについて講
演。映像を交えながら、自身がリーダーとなり企画運営する地域おこしイベントや
切り絵を通じたまちづくりの実践について紹介した。住民ひとりひとりが地域の一
員として、ともに課題解決の方法を考え、次世代のために行動することの重要
性、また、子育て世代に向けて、活動の原点にある切り絵との出会いを例に幼児
体験の大切さを語った。ワークショップでは、伊吹山の動物のエピソードを織り込
みながら、独創的な切り絵作りを指導した。

地域づくり団体　9



平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

高安ルーツの能
実行委員会

大阪府八尾市

①西野　春雄
②今泉　隆裕
③橋場　夕佳
④高安　勝久師

①法政大学名誉教授
②桐蔭横浜大学准教授
③京都造形芸術大学非常勤講
師
④能楽高安流ワキ方１４世宗家

八尾・高安と能楽の関わりを探る講座 平成25年10月19日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活
動法人　電子自
治体アドバイ
ザークラブ(e-
AAC)

奈良県奈良市

①村田　武一郎
②玉木　剛
③大槻　卓也
④小西　貴雄
⑤永冨　聡
⑥大森　淳平
⑦中村　哲
⑧上村　幸太郎

①奈良県立大学 地域創造学部 教授
②富士通株式会社　スマートシティ推進本部
マネージャー
③大和ハウス工業㈱　本社技術本部　グルー
プ長
④シャープ　ソーラーソリューション事業推進本
部　統括
⑤浜銀総合研究所
⑥奈良県立大学　兼任講師
⑦大阪ガス　リビング事業部　リビング開発部
推進チーム
⑧NTT西日本　法人営業本部　部長

「スマートコミュニティと安心・安全、快適なスマート
ハウス」セミナー

平成25年7月13日
平成25年7月20日
平成25年7月27日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

社団法人
日本建築家協
会近畿支部奈
良地域会

奈良県奈良市
①前野　まさる
②好川　忠延

①東京芸術大学名誉教授・近代建
築史
②建築家・好川忠延建築設計事務
所・所長

近代化の心ファーラム 平成25年4月25日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

岡山建築設計ク
ラブ

岡山県岡山市 石上　純也
建築家、東北大学大学院非
常勤講師、石上純也建築設
計事務所代表

「周辺の魅力を活かした、地域の文化と観光の核
になりうる施設」の提案

平成25年11月9日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

くらしきパート
ナーシップ推進
ひろば

岡山県倉敷市 福井　正樹
NPO法人　KiRALi代表理
事

本気ではじめる協働事業づくり　ニーズ・事業・予
算・雇用・体制

平成25年9月14日

講  演  内  容

　石上純也氏の設計した建物および現在進行中のプロジェクトをプロジェクターで、映像
を流して説明。2009年に日本建築学会賞を受賞した「神奈川工科大学ＫＡＩＴ工房」（ガ
ラスのＢＯＸの内部に鉄骨の細い鉄管が不規則に並ぶ）、「モスクワ科学技術博物館　改
修工事」（周辺の建物も含めて地面を掘り、地下からアプローチできる事が特徴で、地上
から地下へランドスケープが繋がっていく）、「オランダの公園のビジターセンター等複合
施設」（建物の中を散歩する）、「大学のカフェテリア」（110ｍ×70ｍの無柱空間を実現）
等。
　自然環境を、建築からかけ離れた遠いものとしてとらえるのではなく、それらを建築と近
いものとして、同時にデザインしたい。その境界をぼかすことで、新しい都市の概念が生
まれてくる。

研  修  成  果

参加者数：１５９名
　新進気鋭の若き建築家石上純也氏の設計に取り込む思想や手法の一端
を知ることが出来、建築系学生にとっても、また一般の人々にも有意義な企
画になりました。学生たちが共同作業で製作した作品は、「まちづくりフォー
ラム2013」のイベント会場である、岡山ルネスホールにも展示され、多くの
人々に見ていただくことで、まちづくり、地域づくりに貢献できたものと確信し
ています。

講  演  内  容

○講演　「現代に蘇る古典　～復曲能をめぐって～」
・主に復曲能について解説するとともに、演出の重要点などに言及。
・河内ゆかりの番外曲「守屋」・「雪鬼」等を紹介。
・復曲能が鑑賞できる機会の希少さを説明。
○講演　「梅枝と摂州合邦辻をめぐって」
・河内高安の郷土にまつわる摂州合邦辻をテーマに、能楽の演目に関わる事柄を
　詳しく講じた。
○パネルディスカッション「高安能の今後の展望」
・「高安」復曲に向けて、専門家・郷土史研究家が具体的かつ実現可能性のある
　意見交換をし、参加者へ復曲能の魅力を紹介すると共に、高安能に関する活動
　の継続について更なるアプローチを促した。

研  修  成  果

参加者数：１６６名
　当日は、予想を超える参加者数で、大変な盛況ぶりとなった。
　講演では、復曲能の魅力と共に、鑑賞できる機会の希少さが説明され、参
加者の興味を惹いていた。
　パネルディスカッションでは、学者それぞれの目線から、復曲能「高安」上
演実現に向けての具体的なポイントまでもが発表された。
　参加者からも、今後の活動の動向に注目していきたいとする声があがり、本
講座の来年の開催が決定した。
　地域に大切にされる文化としてこの活動を継続、保存する…いわゆる「地
域密着型」の活動を目指すにあたり、非常に有意義な機会となった。

講  演  内  容 研  修  成  果

　「日本庭園の歴史と見方」：別添「庭園鑑賞の基礎知識」を基に、日本庭園の移り変わ
り、日本庭園の美の見方について基本的な講義があり、最後に「庭園の登竜門」の話で
締めくくった。
　「仏像のみかた」：別添「十三仏から入る仏像の見方と特徴」を基に仏像の誕生、仏像
の特徴等の説明があり。約2時間の講義時間で総てが講義内容が終了せず、明王、天
部は次回の機会にすることになった。最後に受講者の理解度や受講希望を知るため、
アンケートを実施した。

参加者数：第1回目６６名、第2回目５９名
　第1回目の受講者はガイドを含め66名、第2回目は59名と関心の深さに驚
いた。受講者の年齢構成は30代～80代と幅広く、勉強意欲を感じた。講義
の内容については「良かった、非常に良かった」との回答が大部分を占め、
充分に理解していただいたようで好評であった。
　今後、受講者の希望される講義内容と、我々ガイドメンバーの研修をどのよ
うに融合するか検討し、市民参画型の勉強会を持続していきたい。

講  演  内  容

少子高齢化社会、東北大震災を契機に街全体の電力の有効利用や再生可能
エネルギーの活用、都市の交通システムや住民のライフスタイル変革など、複合
的に組み合わせた社会システムはどうあるべきか、また防災や減災、省エネな低
炭素社会の実現はどうしたらいいか、新しい家づくり、地域づくりや街づくりは、こ
れからの観点でスマートコミュニティ・スマートハウスが大変注目されている。一方
ＩＣＴの利活用は従来の合理化や省力化ばかりでなくあらゆる産業で幅広く活用
され、まさしくスマート、賢く使う事によりビジネスを活性化したり、新サービスがど
んどん提供されてきている。かかる背景を踏まえ、９名の講師がそれぞれの分野
で最新動向や課題、実例を踏まえた解説をする。

研  修  成  果

参加者数：計１０２名
　スマートコミュニティやスマートハウス化などを理解し、今後の防災・
減災に役立ちかつ省エネなまちづくり、地球にやさしい低炭素社会や
新しい地域づくりの重要性について学んだ。更に地域でのエネルギー
の自立を目指したスマートコミュニティやスマートシティ、地域における
エネルギー開発への人々の参画の仕組みや実例についても学んだ。
また奈良県のエネルギー政策や奈良県における再生可能エネルギー
の活用可能性について詳しく学んだ。

講  演  内  容 研  修  成  果
参加者数：１１０名
　講義は、日本の近代化について歴史背景と共に近代建築の変遷をわかりやすく語
られ、概要を把握することができた。前川国男の丸の内マンハッタン計画のように、昔
から開発と保存の議論と、東京駅が市民運動の盛り上がりにより保存されたことや、
皇居との関係、政治や文化との関連性など重要であることが理解できた。物が残る
五要素や保存の三原則は、端的に整理された内容を語られ、主観だけでなく良いも
のを保存する術と基本的な考え方を教えられた。実際にまちづくりの中で地域資源
や市民が相乗関係し、活動するための方法論として示された「町造りチャート」は、土
地と人々との営みを図式化し、奈良でも実践できる明快な筋道を提示いただいた。
今回のフォーラムは、近代化の心の糸口として、次世代に受け継ぐべき心とメッセー
ジが随所に織り込まれたフォーラムになったと考える。

講演に先立ち、会場の奈良基督協会牧師・司祭の井田氏により、昭和５年に建てられた教会堂の
説明と主催者の挨拶があった。フォーラムでは、好川氏より講師の紹介があり、前野氏の講義が
始まった。内容は、ヨーロッパに始まった蒸気機関等のエネルギー革命による工業化に起因する
近代化が日本に影響をもたらした時代背景、そして日本の近代精神（欧米諸国に追付き追越せ）
があったこと。建築界においての明治、大正、昭和における近代建築の変遷、東京丸の内の変貌
と東京駅の皇居との関係、市民による保存運動とその顛末が語られた。また、物が残る五要素とし
て、芸術性、記念性、希少性、なじみ性、利便性が重要であるとし、保存するための三原則として
使えること、清潔さ、価値が見える事があり、この内一つでも欠ければ保存が難しくなり、まちづくり
での町並み保存の方法をフローチャートを使って説明された。質疑応答と共にフォーラムが進め
られ、好川氏により奈良の近代化遺産の説明を事例写真とともに行われた。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

図書館と友だち
の会・秋穂

山口県山口市 玄田　有史
東京大学社会科学研究所
教授

希望のチカラ～図書館はワンダーランドだ！～ 平成25年11月30日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

認定NPO法人こ
どもステーション
山口

山口県山口市 小林 陽一 演奏家（ジャズドラム）
初めてのジャズ体験＝小林陽一のジャズワーク
ショップ
～ジャズで交流、文化のかおるまち～

平成26年2月21日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

女性がん患者
会「あいの会」

山口県長門市 園田　マイコ
㈱オスカープロモーション
モデル

がんで死なない為の検診啓発（ピンクリボンイベン
ト）

平成25年9月28日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

ふれ愛の町ひろ
しまをつくる会

香川県丸亀市 小松　由佳 写真家 島の環境の良さを発信するために 平成25年12月10日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

楽友協会えひめ 愛媛県松山市
①山崎　睦
②吉岡　克典
③林　澄子

①音楽評論家・ジャーナリ
スト
②音楽家・ヴァイオリニスト
③音楽家・ピアニスト

講演会とシンポジウム『まち』と『音楽』
その歴史的・文化的背景とそこから生み出したもの

平成26年1月13日

講  演  内  容

　前半では、講師自身のジャズとの出会いに始まり、約100年前にアメリカの小さな町で
生まれたジャズが様々に変化・発展して地域に根ざしてきたこと、どのような経緯で日本
に入ってきて受け容れられ現在に至っているかなど、ジャズの歴史と変遷についての講
演があった。話を聞くだけでなく、ロック・サンバ・ボサノバなどの曲に合わせて講師がドラ
ムをたたき、参加者も手拍子で様々なリズムをたたくことによって、楽しみながらリズムの
違いを学ぶことができる内容だった。(１時間)
　後半では、サンバのステップを踏んでリズムを体感した後、希望した子ども全員(32人)
が、一人ずつ実際にドラムをたたく体験レクチャーを受けた。その後、講師による演奏が
あり、最後に質疑応答をして終了した。(１時間)

研  修  成  果

参加者数：84名
　著名な演奏家によるワークショップということで注目度が高く、小学生から高
齢者までの幅広い年齢層の多くの参加者を得た。
　講師による分かりやすい講演とレクチャーによって、地域に根ざしたジャズ
の歴史と変遷を理解することができ、実際に様々なリズムを体験することに
よって、ジャズは難しいという先入観を払拭することができた。また、ジャズと
の対比によって日本の音楽の良さも知ることができ、国や年齢を超えた音楽
という文化の奥深さを実感することができた。
　子どもとおとなが時間と空間を共有してジャズという文化に触れ、楽しみな
がら交流することができた。また世界で活躍する演奏家との出会いは、参加
者に夢を与え、世界を身近に感じる貴重な機会だった。

講  演  内  容

　講師は今までにアジアの草原や砂漠を訪れて、自然と共に生きる人々の生活
する姿を見てきた。そして、丸亀市の離島の手島に縁あって、訪れた時に環境は
異なっても、自然の中で生き抜くための知恵を身につけ、そこで生活する人たち
は豊かさを持っていることに感銘を受けた。それぞれの人自身は、当たり前にそ
のような生活様式を守っているが、そこに美しさが現れていることを是非見つけ出
してほしい。過疎で高齢化の中で、伝統を守り抜いてきていることがかけがいの
ないことであることを映像を通して話をしました。

研  修  成  果

参加者数：３２名
　参加者のほとんどが昔から島に住んで、当然のように伝統を守りながら生
活している人達である。島外の人が見て、素晴らしい景観についても、当たり
前であったし、その歴史についても、今まで経験してきたことという認識で
あった。しかし、講師の講演や撮影した写真を見ると、綺麗に見え、この島の
良さを改めて、考えることができたという感想があった。自分たちが美しい島
で生活していることと先人が守ってきた伝統に感謝して、もっと自分たちの環
境や生活を大切にしていこうという意見があった。この講演で住んでいる人た
ちが島の良さが再認識でき、そのことで今後の島の活性化の出発点が確認
できたと考えられる。

講  演  内  容 研  修  成  果

　園田マイコさんの乳がんの告知・手術・抗がん剤治療・病気とモデルの仕事・家
族の反応・新たな出会い等などについて詳細に話して頂きました。
　その中で、自分を支えてくれる家族や友人がいること、信頼できるお医者さんと
出会えたことなど、すべてかけがえのない人たちのお陰だということが分かってく
るに従って、乳がんと真正面から向き合おうと考えるようになられ、前向きに治療
に取り組む事を決められたことを強調されました。

参加者数：１７０名
　参加された皆さんが、今は健康であっても、がんの家系でなくても、
多くの女性にとって、乳がんは決して他人事でないことを知り、自分の
体の事を見つめ直すきっかけになった事だと思います。その一つの方
法として、乳がんの自己検診法を学んでお帰りになりました。

①何故、雇用を生む協働事業づくりが必要か
NPOのミッションを成し遂げるために、行政などとのスクラムにより、安定した雇用
を生み、プロとしての仕事をしていく。
②持続可能な組織づくり
ビジネスモデルを描き、マルチステークホルダーを構築する。
③財源確保―行政連携と企業連携
単年度の補助金・助成金から、人件費が確保できる委託事業の受託を。
企業や市民からの寄付と、お金ではない援助を得よう。
④ソーシャルビジネスとしての協働事業づくり
社会問題を解決するための活動をより効果的、持続可能な形で行うにはビジネス
モデルを導入するのがよい。
⑤企画提案書の書き方
⑥協働を生むための準備的活動の大切さ－ロビイングと政策提言
情報収集→政策提言（スキーム＋予算書）
⑦スキームづくり・予算書作成
⑧プレゼンのコツ
⑨それぞれのスキームの分析、講評

参加者数：２２名
①「雇用を生む協働事業づくり」というテーマが重要な課題となってい
る団体の代表、理事、事務局というメンバーが集まり、一歩踏み込んだ
内容で実践的なものになった。また、団体同士のネットワークも深まっ
た。
②各団体ごとに企画提案書をつくりプレゼンし、講師からのアドバイス
をいただいたことで、各団体関係者が団体にとって必要な視点、今後
に活かせるポイントをつかめることができた。
③講師からご自身の団体の実践例を、書式も含めて提供していただ
き、研修後のフォローについてもメール対応していただけるという提案
があったことにより、団体の現場にすぐに活かせる研修となった。

講  演  内  容 研  修  成  果

　「希望とは何か」、「どうすれば希望を持てるか」についてわかりやすく紹介。講師の学
生時代の図書館体験から、図書館は予期しない世界に出会うことができる場であり、希
望を持てるキッカケにもなる、いわば宝の宝庫である。希望を持てる人は決して順調に来
た人でなく、様々な試練を超えてきた人であることが多い。「勉強は何故するのか」という
中学生の問いには「わからないことだらけの人生を何とかして超えていく練習をしている」
と答えた。子供の成長に伴って「三つのカン」、すなわち、「感（動する心）」、「勘（所）」、
「観（ビジョン）」を育てたい。希望の４つの要素を「Hope is a Wish for Something to
Come true by Action.」とまとめられた。

参加者数：３６名
　参加者数が定員割れをしたのは残念だった。理由として当日隣接市で西
日本図書館学会が開催され、関心を寄せられていた図書館関係者の参加
が少なかったほか、市内で、講演会の開催が重複していた。しかし、参加者
のアンケート結果（別紙）から見れば、「楽しくわかりやすかった」、「三つのカ
ン」や「緩やかな絆づくり」、「図書館は生きるための土台つくり」、「満更でも
ないと思えることの大切さ」、「わからないことから逃げ出さない練習のために
勉強する」など講演のキーワードをしっかり受け止める感想が多く見られ、ま
だ秋穂図書館を利用したことのない人の参加もあったことで、今後関心を持
つ層が増すことが期待される。

講  演  内  容 研  修  成  果
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

NPO松山冒険
遊び場

愛媛県松山市
①鈴木　真一
②鈴木　麗

①震災被災者（㈱TBK社員）
②鈴木真一の妻

子供達にとっての震災後の福島は・・・
福島の今を知り、愛媛の防災を考える

平成25年9月22日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

えひめ地域づく
り研究会議

愛媛県松山市

①村上律子
②藤目節夫
③坂本浩
④岡田文淑

①ゆげ女性塾代表
②ＴＨＩＮＫ　ＴＡＮＫ【惣】代表
③松野町産業振興課課長
④地域アドバイザー

えひめ地域づくり研究会議年次フォーラム２０１４ 平成26年2月8日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

ＮＰＯ法人シア
ターネットワークえ
ひめ

愛媛県松山市 平塚　直隆 劇作家・演出家・俳優 戯曲講座「3日間で戯曲を書く、読む、聞く」
平成25年12月20日
平成25年12月21日
平成25年12月22日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

年輪塾 愛媛県伊予市
①川澄　哲夫
②青野　博
③田中　裕美

①（公財）国際草の根交流
センター顧問
②ジョン万次郎研究家
③ウェルカム・ジョン万の会
代表

「今に活かす！ジョン万スピリッツ」
平成25年11月16日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

えひめ親守詩大
会実行委員会

愛媛県東温市 エドワーズ博美
メリーランド大学講師・翻訳
家

第2回　えひめ親守詩大会における記念講演「見
直そう、日本の子育て）

平成26年2月22日

講  演  内  容 研  修  成  果

講  演  内  容

①簡単な穴埋め式戯曲を書く「いつ、どこで、誰が、何を、何の目的で、どうする」を念頭
に各自簡単な戯曲を書く。
②作劇法レクチャー　講師の戯曲台本をテキストにしながら作劇法を説明、上演ＤＶＤ鑑
賞。
③各自が書いた穴埋め式戯曲を全員に配布、配役して読む、聞く、講評。
④10分程度の戯曲を各自書く。14本の台本が完成。出席者で配役して読む、聞く、講
評。
⑤14本の作品でリーディング　交流会

研  修  成  果

参加者数：７０名
　参加者は、ほとんどの方が戯曲を書いたことがなかったが、この講座によっ
て10分程度の戯曲が14本完成した。完成した戯曲を参加者で配役し、リー
ディングで発表を行い講師がそれぞれの作品を講評しながら、各自の作品
を振り返った。戯曲を振り返る中で、初心者の参加者が2月にこの講座から
生まれた短編戯曲を上演することやリーディングを初めて体験した方が1月
に役者として舞台に立つことが決まった。
　交流会では、戯曲を書くことを継続していきたい、地域を題材にした作品を
書きたい等の感想が寄せられた。今後は、豊かな地域人づくりのため優れた
演劇作品を持続的に生みだしていけるよう、受講者の方々と継続的な関わり
を続くことで地域から文化発信力を高めていく。

講  演  内  容

　雪の為、飛行機が欠航し、基調講演（講師）の大森彌先生が急遽欠席となった
為、パネルディスカッションのコメンテーターを大森先生の代わりに参加者の中か
ら、内子町地域アドバイザーの「岡田文淑」氏にお願いし、パネルディスカッショ
ンの時間を拡大し、参加者からも意見を頂き討議することとした。大森先生のお
話を聞けなかったのは残念ではあるが、発表者には、議論が沸騰するようなすば
らしい問題提起を頂き、また会場の皆様には討議に積極的に参加していただい
た。

研  修  成  果

参加者数：１２０名
　人口減少時代の中で遂行された市町村合併の影響は、それ以来地
域の至る所で歪みがでているのも事実である。愛媛県（東予・南予・中
予）地区のそれぞれの取組のお話を聞かせていただき、合併した理
由・意味を再考するとともに、新たな自立と連携、更なるネットワークの
構築を行うことが必要だと実感した。

講  演  内  容

講演会では鈴木さん夫婦から福島県郡山市の現状について話していただき、パネル
ディスカッションでは福島県川内村から避難して来られた新妻さんや愛媛の子育て支援
に携わる方などからお話を聞くことができました。

研  修  成  果
参加者数：４３名
　私たち愛媛に住む者が、被災地の現実を知る機会は本当に少なく、ほとんどの人
がテレビの情報のみを鵜呑みにしている現実に気付かされた講演会とパネルディス
カッションであったと思います。それと同時に、震災の体験を知ることで、これからの
愛媛の防災を考える上でとても貴重なお話が聞けたことは最高の成果であったと考
えています。

講  演  内  容

「ジョン万次郎とその時代」と題して、ジョン万次郎研究の第一人者である川澄氏
から講話していただいた。ジョン万次郎の帰国は、単なる望郷からではなく、開国
を願うアメリカ国民の要望を受けてのものだったことなど、知られざる万次郎像を
語られた。鼎談では、ジョン万次郎研究家の青野氏が万次郎の魅力を、ウェルカ
ム・ジョン万の会代表の田中氏が万次郎の精神を子供達や地域に広げることの
大切さを語られた。参加者からの発言も多くあり、愛媛で活動する外国語講師か
らもジョン万次郎の英会話力などが紹介された。

研  修  成  果

参加者数：３４名
先人の生き様を学ぶ年輪塾では、宮本常一、二宮尊徳に続き、ジョン
万次郎を2年間にかけて追いかけてきた。今回の公開セミナーはその
集大成であり、あきらめない気持ちを武器に、不可能を可能にかえる
「ジョン万スピリッツ」に視点をおき、学習することができた。ジョン万次
郎の精神は、しっかりと地域に根ざして脈々と生き続けており、現在も
その評価は高く、アメリカでは児童文学書が新たに発刊されたようだ。
貧しい漁家に生まれた宿命を、遭難、漂流、海外生活という偶然を運
命として日本と世界との橋渡しに大活躍した万次郎。心に希望の火を
掲げながら自分の力で宿命を運命に変える姿は、参加者それぞれの
自立・自律に少しでも繋げることができたのではないだろうか。

前半は講演で、講師の由崎睦氏が、『まち』と『音楽』、音楽の都ウィーンと題し、現
在自身の生活の場である「ウィーン」という「まち」の歴史的・文化的背景と、いかにし
て「音楽の都」と呼ばれるようになったか、そして現在のウィーン音楽界の構図と、そ
れが果たしている役割などについて、多角的にお話しいただいた。後半はシンポジ
ウムを開催し、前半でご講演いただいた山崎氏に加え、それぞれに海外に留学・生
活経験をお持ちのヴァイオリニスト、吉岡克典氏と、ピアニスト、林澄子氏を加えて、
それぞれの体験から、今後の『まち』と『音楽』の関係や、そこから生み出されるもの
について意見交換した。

参加者数：１００名
愛媛・松山地方は中核都市で、周辺人口を含めれば60万人を優に超える
 「大都市」でありながら、なかなか音楽文化が根付いていない。基調講演者
は40年以上も『音楽の都』ウィーンに在住し、つぶさにその音楽シーンを見
届けた経験から、示唆の富んだお話をいただいた。また、シンポジウムの2名
のゲストからは、音楽家という立場からもコンサート活動の魅力と今後の期待
が述べられ、今後の活動への新たな手がかりが与えられた。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

中芸地区森林
鉄道遺産を保
存・活用する会

高知県安芸郡
奈半利町

中村　茂生 NPO地域資源ネットワーク理事
魚梁瀬森林鉄道支線調査結果に基づく観光活用
の可能性

平成26年1月24日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

からつ夢バンク 佐賀県唐津市
①鯨本あつこ
②養父信夫

①㈱離島経済新聞社　代
表取締役
②九州のムラ出版室「九州
のムラ」編集長

シマ×ムラ×若者を切り口とした持続的な地域づ
くり

平成25年10月5日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

特定非営利活動法
人　とす市民活動
ネットワーク

佐賀県鳥栖市 丸山　法子
一般社団法人リエゾン地域
福祉研究所　代表

未来につなぐまちづくり「地域の居場所」を考える 平成25年10月9日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

食・農・ecoくら
し・マイレージ
alliance

熊本県熊本市 中田　哲也
農林水産省大臣官房統計
部・農学博士

産地見学とフードマイレージを活用した効果を通
して、ひご野菜の魅力を知る

平成25年12月23日

最近の日本の現状を見た時、家族の崩壊、子育ての怠慢が目に余る。その状況を打破
する方策の一つとして「アメリカ価値研究所」が2003年に発表した調査結果には傾聴す
るものがある。調査は、「人は生まれもって、繫がりと神仏や先祖と言った精神的な自分
を超越した何かとの繫がりがある」と言っている。昔の日本の家族に備わっていた、こうし
た人との繫がりや、先祖に手を合わすといった習慣を通して築かれる精神的な繫がりを
今一度取り戻す必要がある。更に、調査も提唱していたように、こうした繫がりの喪失で
苦しむ子どもたちを救うためにも「愛情を一杯注ぐと同時に、子どもに対して厳しく接す
る」といった権威ある親を取り戻す必要がある。

参加者数：４５０名
　近年の子育てを取り巻く状況は、少子化や核家族化、価値観の多様化、さ
らに女性の社会進出などに伴い大きく変化している。子どもをめぐる問題が
深刻化する一方で家庭の教育力の低下が指摘されている。日本の伝統文
化である俳句・短歌に似た形式で親子で詩を作ることで家族の絆を見直そう
という試みで詩の募集や鑑賞会・講演・表彰式という構成の大会を行った。
詩は第１回を上回る３１４３人から３７１２点の作品が寄せられた。会場に展示
された詩など多くの人に感動をもって読まれ、また講演では親は子供に与え
る影響の大きさ、伝統的な親子のありようの大切さを改めて感じていただい
た。多くの肯定的なアンケートが寄せられ、第３回の開催を求める声が参加
者や会場地の行政担当者からも出ていた。

講  演  内  容

旧魚梁瀬森林鉄道軌道跡の観光活用を’歩く’旅の観点から以下の構成で講
演。（項番は講演時配布資料に準ずる）
０．”観光活用”とは・・・・地域資源として”発見””活用”から”観光客”の流入まで
の内容を定義づけ
１．観光資源としての旧魚梁瀬森林鉄道・・・・国指定文化財としての本線活用の
実績・支線調査の結果判明した特徴と魅力を詳述
２．日本における’歩く’旅を巡る状況・・・・参加者の動向、全国組織とその活動・
すみわけ方、などについて詳述
３．フットパスのケーススタディ・・・・フットパスの定義、事例紹介、日本フットパス
協会について詳述
４．支線軌道跡―フットパスとしての可能性・・・・各支線の特徴から、フットパスと
しての活用に近い支線とその評価、メリットなどについて詳述
５．提案・・・・フットパス研究会の設立に向けた具体的提案

研  修  成  果

参加者数：４０名
（１）森林鉄道に興味のある一般参加者にとっての成果
　高知市・南国市を中心に中芸地域外からも多く参加いただいていま
したが、講演後の質疑応答の場では、サイクリングルートとしての活用
などご自分たちの活動と関連付けての積極的な発言が見られました。
将来的な交流人口の拡大に向けた種を播くことができました。
（２）中芸地区森林鉄道遺産を保存・活用する会会員にとっての成果
　フットパスという、従来旧魚梁瀬森林鉄道施設を地域の財産として活
用してきた方法論からすると全く新しい視点からの提案を受け、当会
の会員にとっては今後の参考になる成果がありました。早速、平成26
年度におけるフットパスをテーマにしたツアーの開催が検討されてい
ます。

研  修  成  果

参加者数：１２０名
　今回の参加者は農村、離島の人も多く、特にフィールドワーク時に
直接講師と同じものを見ながら、感じながら、体験を共有する中で対
話をすることにより、よそからの視点やその表現方法について、様々な
気づきを得られた。また、講演会においては、「地域のDNA」「地域の
アイデンティティ」「島の課題は日本の課題」など、記憶に残る言葉を
知ることで、各団体の活動を表現するうえで参考になったという意見が
多かった。また、若者の視点、ヨソモノの視点を取り入れることの効果
や、デザインの力についても学ぶことができた。また、その後の交流会
や講師を含め活動を共有することで、県を超えたネットワークが広がっ
た。

講  演  内  容

第１部：「初めての居場所作り」
　全国の１３の最新事例をプロジェクターで紹介。
　事例を見るときの４つのポイントと事例の解説。

第2部：「居場所を広げる地域との連携と、これからの活動の展開」
・安心して暮らすための取り組み・地域コミュニティーの役割・活動を
  ひろげていくための方法の講義
・グループワーク：地域の課題の洗い出しと解決策の討議
・アドバイスまとめ。

研  修  成  果

参加者数：５３名
市民活動団体、自治会、PTA、個人、学識者、行政など多彩な参加者
が集まり、活発な意見交換がなされ、鳥栖地域での課題などが浮き彫
りになった。空き店舗等の利用だけでなく、ラジオ体操の後の立ち話
や、移動販売でのやり取りも居場所であることなど、柔軟な発想と連携
の必要性を再認識した。これにより、大学とNPO、NPOと行政など新た
な連携が2組生まれ、団体同士の既存のネットワークに大学や行政が
加わり輪が一層広がった。
個人参加者は茶飲み会などができるところからはじめ地との関係が
あった。

講  演  内  容

　鯨本氏は、大量の情報の中から島の良さを島外の人に知ってもらうために、「離
島」をキーワードとしたウェブページを創設し、島の人では気づかない魅力を外
からの視点で紹介、島の課題は日本の課題でもあり、島を考えることで日本を考
えることにつながると話す。
　養父氏は農村の衰えを実感、課題解決の糸口として20代～30代の女性に可能
性を感じている。都市と農村を繋ぎ、外部から地域のスイッチをいれる役割を担う
女性が出てきている。
　島と村の共通点として行政区域などが分かれておりまとまりにくい、受入れの
キャパシティの問題等があげられ、地域のDNAを掘り下げ特化し、「だれにでも」
ではなく「あなただけ」のPRによる効果が示唆された。
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講  演  内  容 研  修  成  果

56

59

テーマは「フード・マイレージ（ＦＭと略）から伝統野菜を考える」。
まず、そもそもなぜ？ＦＭという考え方が生まれたのか？を日本の食を取り巻く現
状の問題点から講義が始まった。日本人の食生活の大きな変化、外食傾向の増
加、流通の広域化、栄養バランスの変化が挙げられた。それに基づいて、日本人
の食は多くを海外からの輸入に頼っていることが考えられる。食糧自給率の低下
によって海外からの輸入がもたらす地球規模の環境問題が、ＦＭの考えにつな
がっていくことが明確にされた。例題になるメニューを使って、伝統野菜・国内産・
輸入食材を使用した３つのパターンをＦＭとＣＯ２の排出量を具体的に数値化し
てみる。数値化することで地産地消の効果が明確にされた。ＦＭの考え方を基に
すると、地元に残る伝統野菜の評価も高まり、食材を選ぶときに心がけることで環
境にも貢献することができる。また、全国的にも広がっている伝統野菜の復活や
消費拡大への取り組みに注目すると、自給率の向上や環境型社会へのシフトに
も貢献することができる。

参加者数：２２名
　参加者は、会員、農業高校生、学校栄養士、農家、青果業者、大学関係
者、飲食業者。
　講座の前にひご野菜の産地見学を行った。そこでは初めて触れるひご野
菜や、それを守る農家との意見交換で親しみや理解を深めることができた。
特に水前寺もやしの見学では正月の雑煮に使われるために、「今後も絶やし
てはならない食材」と実感した人も多かったと思う。ひご野菜に触れたことで
初めて聞くＦＭの定義もわかりやすく、具体的な数値を示すことで伝統野菜
の生産、地元で消費することの重要性を認識することができた。受講後の意
見交換では「産地表示だけではなく、ＦＭやＣＯ２の数値の表示をするともっ
と消費者に訴えることができるのではないか」「他県でも伝統野菜の普及活
動が活発であることを知り、熊本ももう少し力を入れたらもっと魅力あるまちづ
くりにもつながるのではないか」など活発な意見が出た。
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平成２５年度 地域づくり団体活動支援事業実績（地域づくり団体）

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

天草倶楽部
熊本県上天草
市

①竹本　慶三
②岡田　敏代

①佐世保市商店街連合会　会長
②NPO法人　「ネット八代」　代表 世界一の天草（しま）おこし!!やるばい基調講演

平成26年2月22日
平成26年2月23日

NO 団　 体   名 所在地 講 師 氏 名 講 師 職 名 等 テーマ 実   施   日

玉東町ふるさと
勉強会

熊本県玉名郡
玉東町

米澄　邦夫 中澄会　会長 史跡めぐりと「論語教室」 平成25年11月17日

講  演  内  容

・基調講演のテーマは「『まち』を元気にする」。佐世保商店街地域は、大型ショッピング
センターの出店や中心街の高齢化などにより危機に直面する。対策として、「人が集まる
出会いの場を作ろう」を合い言葉に、となりの商店街と協力し、佐世保市を巻き込んで、
市民参加型のイベントを次々と続けることで商店街に人を集めることに成功。結果『日本
一元気な商店街』と呼ばれるまでになった。
・パネルディスカッションのテーマは「まちづくりとネットワークの築き方」。まずは天草地
域、熊本他の地域と佐世保商店街の事例をそれぞれ紹介し、比較して、それぞれの問
題点・今後の可能性についてテーマについて話し合った。講演聴衆者の質問への返答
なども交え、活気のある場となった。今後、実際に天草地域に活用できるヒントとして「う
ちのまちの宝物を探しまち自慢をしあおう。」「お互いまめに連絡を取り合うことが大切。」
など様々なアイデアが出された。

研  修  成  果

参加者数：１００名
・基調講演、パネルディスカッションを通して、まちづくりのノウハウを学び、天
草地域での町おこしの気運の醸成に繫がった。今後は竹本氏の「まずは自
分がワクワクして楽しみ、人のつながりを大切に」をモットーに粘り強く地域活
性化に取り組み、「天草の人による、天草の方々へ、天草のための活動」に
繋げていきたい。
・交流会を通じて、天草地域内の各団体の繫がりを強めることが出来た。ま
た、熊本各地域との情報交流で他の地域との繫がりを強化できた。今後もそ
れぞれの地域を知り、自分たちの地域を知り、協力し合うことで熊本県内の
実りある活動に繋げていきたい。
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講  演  内  容 研  修  成  果

中国古典の歴史や訓を話してもらい、現代でも使われている論語からの言葉や
訓の解説に入った。熊本県の小学校や地域で教室や塾が開かれて、論語の普
及や訓の必要性が拡がりをみせている現状を話された。訓に基づいた紙芝居も
あり、わかりやすく説明された。

参加者数：４５名
温故知新・・・など論語から出た現代でも使われている言葉の解説で
興味を与え、また社会で必要な「仁、礼、義・・・」など、人間の心や生
き方に多少なりと納得を引き出せた。
紙芝居で、子供達は真剣に見ていた。親子で会話が増えたりした子
供教室への参加についての質問もあった。
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